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業ཧ೦ا

バルカーグループの企業理念「THE VALQUA WAY」は、

社名の༝来であり基本理念でもある「ValuF � QualitZ」、

それをさらに従業員が理ղし実ફしやすくした「̐ ͭのܦ営理念」 、そして「行動指針10߲」でߏされています。

このਂい理ղと実ફこそが、当社グループのサステナϏリティの根װとなっています。

バルカーグループは、これからも、人ྨの豊かさと地ڥٿにݙߩするために 

「価のと品࣭の上」をٻし続けてまいります。

・子
1%'൛

ॏ点తなサステナϏリティに関する取り組
みを年࣍レポートとしてまとめています。
https://www.valqua.co.jp/
social/rFport/

WFC൛

WFCサイトには最新ใ・加ใを
ཏతにࡌܝし、ਵߋ࣌新しています。

https://www.valqua.co.jp/
social/

ฤूํ

本レポートは、バルカーグループの࣋続త長にけた基
本తな考えと、サステナϏリティに関する取り組みをステー
クϗルダーのօさまにおえするため、年1回ൃ行してい
ます。一部σータはWFCサイトのみで開ࣔし、それͧれ
しています。またŊࡌ༧定先となるURLを記ࡌܝ 参考ガイ
ドラインはŊ (R*スタンダード、*4026000、国࿈グロー
バル・コンパクト、4%(s（࣋続Մな開ൃ目ඪ）、R#A行
動ൣنなどですŇ

ใࠂ対ؒظ

2021年4月1日ʙ2022年�月�1日
ใࠂの一部に上記対ؒظ前後の内༰をؚみます。なお、
体੍ਤ、方針、基४などは、2022年6月ࡏݱのものです。

対ൣғ

式会社バルカーおよびその࿈݁子会社1�社ג
（障がい者ޏ用、ঁੑ理৬ൺはバルカー୯体の数
としています）

ظ࣌ߦൃ

2022年6月ൃ行	前回ൃ行2021年6月
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THE VALQUA WAY

CO
N

TE
N

TS

企業理念
目࣍・ฤू方針
トップメッセージ
バルカーと社会との関わり
4%(sの考え方および方針
サステナϏリティ マωジメント
サステナϏリティॏཁ՝

ಛू�ɹϏδϣナϦーܦӦ
ʮT)& 7"-26" 8":ʯ���पを͑ͯ
݈શで࣋ଓ的なのͨΊの
ϏδϣφϦʔܦӦの Β͞なるڧԽ
ಛू�ɹ̙̭ ਪਐ
C%0ϝοηʔδ
σδλϧのྗで
をม͍͑ͯ͘ڥ૪ڝ
ಛू�ɹਓࡐҭ

όϧΧʔϕτφϜとともʹする
ঁੑཧ৬のઓ
コーポϨートɾΨバナンス
　01.企業理念のਁಁ
　02.コーポレート・ガバナンスのڧ化
　0�.グループグローバルな活動のਪ進
　04.ステークϗルダーとの対

コンϓϥイΞンス
　0�.Ԛ৬・贈ऩの防止
　06.๏ྩ等の९守
関࿈๏ྩ等の९守ڥ.�0　

ڥ
ݮෛՙ࣭の࿙出防止とڥ.�0　
　0�.事業上のڥෛՙ࣭のݮ

҆શӴੜ
　10.࿑ಇ安全Ӵ生

αϓϥイνΣーンϚωδϝント
　11.サステナブルௐୡ

ਓࡐɾਓݖ
　12.人ࡐの多༷ੑ֬อ
　1�.人権のଚॏ
　14.人ࡐҭ

٬ຬސ
　1�.品࣭の上と顧客の安全・安心

コミュニティ
　16.スポーツ・文化・芸術の振興

　地域社会との共生

会社֓ཁ・拠点ਤ
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本ཧ೦ج

˔社会のൃలのたΊに
˔ਖ਼ਖ਼ಊಊͱ
˔ੈքதのステーΫϗルダーへ
˔ಠతٕज़Ͱ
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Ձのͱ
࣭の্

事業を通͡た社会へのݙߩ
顧客感動のఏڙ
人֨とੑݸのଚॏ
築ߏ主との信པ関係のג
地域社会との共生
安全Ӵ生は全てに༏先
コンプライアンス९守と実な行動
にやさしいモノづくりڥ
のอ全と有ޮ活用࢈ࢿ
チϟレンジਫ਼ਆにあ;れた「学शと長」へのڧいこだわり

1.
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3.
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ະདྷΛݟਾ͑たՁΛするたΊ
「ൃのస」ͱ「大な$9」にνϟϨンδ

「$43」͔ Β「αステナϏϦティ」へ

ଟ༷なਓࡐのྗΛ
ԽڧҭのࡐするたΊのਓشにൃݶ大࠷

　ここ数年の新型コロナウイルスの感染֦大、さらにࠓ年に
ೖってからは、世界各地でىこるྖ有権૪い、੍ڧ࿑ಇやࣇಐ
࿑ಇといった人権৵ࡁܦ、安全อ障上の問等々、あらΏる
リスクがද面化し、これまで当たり前だとࢥっていた日常や常
ࣝが一มしました。
　その一方で、地ڥٿにとってۓ٤の՝である気ީม動に
ͭいても、気ީサミットをは͡め、(�、$0126でٞされるな
ど、大きく加しました。
　バルカーグループは、202�年の業100प年のありたい企
業 「૾未来と未にΉチϟレンジングな企業」を͛ܝ、人ྨの
豊かさと地ڥٿにݙߩすることをܾ意し、「ڥ・社会・企業
統治」への取り組みをڧ化しています。
けた品や、シリコ面では、水ૉΤωルΪー実用化にڥ　
ンウΤハーのリサイクル事業などのڥ配ྀ品のఏڙに加え、
再生ՄΤωルΪーಋೖの取り組みも続けており、国内のみな
らずւ֎の新工場にもଠཅޫൃ電設උを設ஔするなど、ڥ
に配ྀしたモノづくりを行っています。
　また、気ީม動への対Ԡをॏཁなテーマとଊえ、2021年�月 

“気ީ関࿈ࡒใ開ࣔタスクフΥース”（以ԼT$'%
のఏ言
への賛ಉをද໌するとともに、賛ಉ企業や金༥機関がٞする
場である「T$'%コンιーシアム」に加ೖいたしました。ࠓ後、
T$'%のఏ言に沿った活動に取り組Ήとともに、ڥ配ྀ品
のੵۃతなఏڙや、パートナー企業とのڥ配ྀ型品・サー
Ϗスの࿈ܞなどを通͡て、地ڥٿにݙߩしてまいります。

　バルカーグループは、「人ࡐ」が最もॏཁな࢈ࡒであると考
え、「バルカーグループ人権基本方針」を੍定しています。ま
た、新ن事業ྖ域へのల開にけて、人ࡐҭをڧ化し、$E0
क़、ւ֎װ部ݚम、ૣ ۙ、मなどを通しݚ選ൈظ いক来、拠点ܦ
営を୲うコア人ࡐの開ൃを進めています。さらに、従業員のマ
インドを上させる施策として、グループ全従業員のΤンήー
ジメント上を目ඪとした取り組みや、サステナϏリティ活動の
一として当社グループが振興支援しているボールルームダ
ンス大会のスタッフを従業員がݧܦすることで、顧客に
することのない部ॺにおいても、顧客視点の学びの機会をͭ࣋
ことができていますŇ
　このように、あらΏる֯度から人ࡐのҭに力をೖれ、ࣗ 
型従業員をҭすることで、当社グループが目指す、人ྨの豊
かさと地ڥٿにݙߩするために「未来と未にΉチϟレン
ジングな企業」の実ݱにͭながるものとظしています。

　バルカーグループのこうした事業活動の根װにあるのが、企
業理念の「THE VALQUA WAY」です。バルカーグループは

「THE VALQUA WAY」のもと、さらなる価のと品࣭
の上をٻし続け、健全で࣋続తな長と、࣋続Մな社会
の実ݱのためにݙߩしてまいります。
後ともバルカーグループへのมわら͵͝支援と͝指ಋをࠓ　
。りますよう、よΖしくお願いਃし上͛ますࣀ

バルカーのڧΈを࠷େشൃݶし、「ਓྨの๛か͞とڥٿ」に貢献してい ·͖す

　社会・企業統治面では、2022年4月より、֎部ڥのม化
にଈ࠲に対Ԡするためにスタートさせた新たな中ܦظ営ܭը 

“/Fw 'rontiFr 202�”（/'202�）で、̡ ܹมする社会
の中、企業理念「THE VALQUA WAY」のもと顧客の信པにԠ
え、H�4˞1の྆ྠで新たな価をし続ける企業を目指そ
う のrスローガンを͛ܝ、H 4̱を基࣠にした「طଘ事業ྖ域の֦
大」と「新ن事業ྖ域の֫ಘ」での長を目指し、これらの取り
組みを加させています。
　このσジタル࣌に%9˞2のみならず大な$9˞�のਪ進を
化しŊバルカーの高度な技術による品を新たな事業ྖ域֫ڧ
ಘにͭな͛るൃへのసをਤり、また、がいバルカー
のڧみを生かし、ֵ 新తな技術・品・サーϏス・ノウハウを࣋っ
た企業との࿈ܞを通͡て、さまざまなの社会՝のղܾに
。け、取り組んでいます
　また、これらの取り組みをண実にਪ進し、当社グループの࣋続
త長をਤるためには、ܦ営基൫のڧ化がなによりॏཁである
と考え、安全・安心の֬อ、コンプライアンス・#$1体੍のߏ築と
ҭのさらなるਪ進、新たな事業へのల開などࡐ化、人ڧ
の観点も౿まえたリスクマωジメントに取り組んでいます。

　2022年4月、バルカーは、౦݊ূژ取Ҿ所のࢢ場۠再
ฤにともなう「プライムࢢ場」へのҠ行に先ཱち、2021年6月

˞1 H�4ɿ付加価の高いH（ハード́ 品）に、顧客視点にཱった4（サーϏス）を
付加し、顧客価の最大化にけたιリューションをఏڙする。

˞2 %9ɿσジタルトランスフΥーメーションのུŇ
˞� $9ɿコーポレートトランスフΥーメーションのུŇ

2022年6月

バルカーグループද　
式会社バルカー ද取క会長$E0ג

ܹมする世քのத、「THE VALQUA WAY」のもと
٬の৴པにԠえ、Hˍ4の྆ྠͰ৽たなՁをしଓ͚る企業を目指ͦ͏ސ

1ɽ大な.�Aや業ఏܞの加による新ૉࡐ・新ࢢ場・新事業への参ೖ
2ɽ地学リスクの૿大に対Ԡしたサプライチェーンվֵのஅ行
�ɽ継続తな顧客価を生み出すA*/*Tιリューションの事業ཱ֬
4ɽ新たなϏジωスྖ域へల開するためのڀݚ開ൃと人ࡐҭの加
�ɽطଘ事業をよりڧ化するための設උࢿの૿ڧとൢചチϟωルの֦ॆ

தܦظӦܭը（/'����）のج本ํ（/FX�'SPOUJFS�����）

「コーポレートガバナンス・コード」のվగに対Ԡするため、ガ
バナンスの一のॆ実やサステナϏリティ活動のڧ化をਤっ
ています。これにより、当社グループの従来の「$4R」を「サス
テナϏリティ」として、̡「THE VALQUA WAY」のもと、健全で
することݱ続Մな社会を実࣋続తな長と࣋ とrଊえし、
ਪ進体੍にͭいても「バルカーグループ$4Rਪ進ҕ員会」から

「バルカーグループサステナϏリティҕ員会」へと名শมߋを
行うとともに、体੍をڧ化しました。
　また、$4Rॏཁ՝にͭいても、ܦ営戦ུ、事業ܭըとの関
࿈ੑをよりॏ視した「サステナϏリティॏཁ՝」とするため、
。見しを進めていますࡏݱ
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VALQUA with Society

ϝタルதۭ0Ϧンά
宇宙空間においても漏れを防ぐほ
どの高機能ガスケットで、ロケット
や人工衛星の他、高温・高圧・高真
空が要求される機器に使用されて
います。

ӉϩέοトɾਓӴ"

;ͬૉथࢷՃ
高い絶縁性能を生かし、落雷の影
響を無くす機器や送電量をコント
ロールする機器で用いられます。

มి所$

;ͬૉथجࢷ൘
PTFEの優れた電気特性と耐候性
を生かした基板材料がアンテナ機
器周辺および自動運転にも使用さ
れ、安全・高速・大容量通信の実現
に寄与しています。

%ɹثػ௨৴ߴ

ಋମ
ੜγϦコンΤϋー࠶
半導体製造装置の動作チェックな
どで使用されたシリコンウエハー
を、独自のノウハウで研磨・洗浄し、
新品同様に再生・提供することで、
環境負荷低減に貢献しています。

;ͬૉथࢷϥイニンάタンΫ
ふっ素樹脂シートで内貼りした薬液
用タンクで、半導体製造で使用され
る超高純度の薬液の貯蔵、搬送に
欠かせない製品です。

ΤϥストϚーػߴ
不純物の少ない特殊なゴムに表面
処理を施した製品で、半導体製造
に不可欠なクリーンな環境を保っ
ています。

ボンσουήートγール
高機能エラストマーと金属の一体
型シールです。高いシール性を持
ち、シリコンウエハーの搬入口に用
いられています。

,

ଠཅޫൃి事業
九州バルカーの敷地内に設置され
たメガソーラーは、日々クリーンな
エネルギーを生み出し、地球環境
の保全と地域への貢献につなげて
います。

ଠཅޫൃి#

;ͬૉथࢷテーϓ
高い絶縁性と優れた加工性を持ち、通
信機器の性能向上と小型化に貢献して
います。

ポータϒルϝσィΞ)

γールトϨーニンάηンター（45$）
バルカーの持つシールエンジニアリングテクノロジーをお客
さまと共有し、プラントの安全な操業、機器の確実な作動につ
なげています。シール材の選定や適切な使用法についての座
学と、現場の配管フランジを模擬した実習を行う体験型研修施
設で、人材育成の場を提供しています。

γールトϨーニンάϏーΫルä	ུশɿ457

シールトレーニングビークル™は、ガスケット施工の教育に関
する機器を搭載した出張講習車です。

γールΤンδニΞϦンάαーϏス*
ցػઃݐ
0Ϧンά
静的・動的シールの代表的な製品
で、用途に応じたゴム材料を使用
することにより幅広い産業からの
ニーズに対応しています。

スϥストϓϨート
ショベルカーなどのヒンジ可動部
の隙間に組み込まれ、隙間調整、鳴
き防止、カジリ防止などの役割を
担っています。

&

-&%র໌
低消費電力で長寿命が特徴の製品
です。豊富なラインアップで、幅広
いニーズに対応可能であり、環境負
荷の低減にも貢献しています。

.ɾΦϑィス
;ͬૉथࢷテーϓ
ふっ素樹脂を高度な技術で切削した気
密性・摺動性に優れた製品で、注射器用
滑栓などに使用されています。

ҩྍؔػ/

ΦートϚνοΫトϥンスミογϣン
（"5）༻Ψスέοト
ATを制御する油圧コントロール装
置（バルブボディ）に使用されるガス
ケットで、装置内の油をシールする
ことにより滑らかで応答性の良い変
速を行うために使用されています。

ࣗಈं'

;ͬ ૉथࢷϥイニンάボールバルϒ
化学薬品に強いふっ素樹脂を接液部全面に
採用し、幅広い種類の流体の制御に活躍し
ています。

;ͬૉथࢷϥイニンά߯
化学薬品に強い、表面が平滑である、など
のふっ素樹脂の特性を生かし、中を流れる
流体の純粋性を保っています。

;ͬૉथࢷΨスέοト
化学薬品に強い素材でできており、配管や
機器のつなぎ目から薬液やガスが漏れるの
を防いでいます。

మϓϥント
γートΨスέοトػߴ
従来の製品の性能を大きく上回り、
特に高温耐性が要求されるプラン
トで活躍しています。

Ψスέοトܗרͣ͏
金属の補強をつけた製品で、高温・
高圧で運転されるプラントの安全
操業を支えています。

ճస࣠γール（-'3�4&"-�）
摺動性に優れたシール材で、各種
生産用機器の回転および揺動部向
けに開発されました。

+

Խֶϓϥント(

άϥンυύοΩン
作動軸周辺からの漏れを防
ぐ製品で、主に流体の搬送
や遮断といった機能を担う
回転ポンプやバルブで使わ
れています。

ધഫ-

;ͬૉथࢷϥイニンά
̨̞̤タンΫコンテナ
化学薬品に強い、表面が平滑
である、などのふっ素樹脂の特
性を生かし、 流体の純粋性を
保ち目的地まで搬送します。
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バルカーと社会との関わり
たͪのʠˍαーϏスʡ͕ࢲ
͞·͟·なͱ͜ΖͰ׆༂͍ͯ͠·すɻӉϩέοトɾਓӴ

Ӊロέット・人工Ӵ

ଠཅޫൃ電

高通信機器　

化学プラント

医療機関

మプラント
ધഫ

工場・オフィス

ಋ体工場

ポータブルメσィア

シールΤンジニアリング
サーϏス

設機ցݐ

ࣗ動ं

ม電所



企業統治
グループ

コミュニティ
グループ

ௐୡ
グループ

コンプライアンス
グループ

ڥ
グループ

安全Ӵ生
グループ

人権・࿑ಇ׳行
グループ

品࣭・
お客さま価

グループ

ද取క会長$E0

常会

バルカーグループ
サステナϏリティҕ員会 サステナϏリティ事ہ

4%(Tݙߩへの取り組み

　バルカーグループは、業100प年（202�年）のありたい企
業૾で͛ܝた「よりྑき地ࢢٿ民としてh 社会・企業統・ڥ
治 へɦのੵۃతな取り組み」を行うため、4%(sの全1�のゴー

バルカーにͱͬ ͯのαステナϏϦティ

　バルカーグループはサステナϏリティを、̡ 企業理念である
「THE VALQUA WAY」のもと、健全で࣋続తな長と࣋続Մ
な社会を実ݱすること とr考えています。
　バルカーグループは、これからも、人ྨの豊かさと地ڥٿ
にݙߩするために、事業活動を通してサステナϏリティ活動をਪ
進し、「価のと品࣭の上」をٻし続けていきます。

αステナϏϦティਪਐମ੍

　「バルカーグループサステナϏリティҕ員会」をグループ全体
のサステナϏリティ活動をٞするॏཁな会ٞ体としてҐஔ付
け、取కઐࣥ行員をҕ員長として、バルカーグループの
ࣥ行員でߏしています。ظに1回定ظతに開催するほか、
ඞཁにԠ͡てదٓ開催し、その݁Ռを͝ظとに常会でใࠂし
ています。

$43͔ΒαステナϏϦティへ

　2022年4月、サステナϏリティ活動を加するため、従来の
「$4R」を「サステナϏリティ」として֦ॆしてଊえし、ਪ進
体੍を「バルカーグループ$4Rਪ進ҕ員会」から「バルカーグ
ループサステナϏリティҕ員会」へと名শをมߋし、体੍をڧ
化しました。また、࣋続Մな社会の実ݱにけた取り組みを

˝αステナϏϦティਪਐମ੍

Ί߈

कり

本業（)�4事業）Λ௨͡た社会త՝ղܾ

Խڧ൫のجӦܦ

社会׆ݙߩಈ

4%(sの考え方および方針 サステナϏリティ マωジメント
バルカーάルーϓ地ࢢٿຽのҰһͱͯ͠ɺ事業׆ಈΛ௨ͯ͡αステナϏϦティॏཁ՝にੵۃతに取り組みɺ
4%(Tɺ࣋ଓՄな社会の࣮ݱのたΊに͖͍ͯ͠ݙߩ·すɻ

バルカーάルーϓ「αステナϏϦティ」ΛॏཁなܦӦ՝ͱҐஔ͚ɺ����ɺ
「バルカーάルーϓ$43ਪਐҕһ会」͔ Β「バルカーάルーϓαステナϏϦティҕһ会」へͱ໊শΛม͠ߋ·͠たɻ
するたΊݙߩにڥٿ業ཧ೦「5)&�7"-26"�8":」のͱɺਓྨの๛͔͞ͱ地ا
「7"-26"�4VTUBJOBCMF�"DUJPO」（バルカー�αステナϒル�ΞΫγϣン
�Λண࣮に࣮͖͍ͯ͠ߦ·すɻ

ルのうち、主ཁ事業（本業）を通͡てݙߩできると考えられる目
ඪを�ͭ、企業活動全体を通͡てݙߩできると考えられる目ඪ
を6ͭ特定し、߈めである「本業（H�4事業）を通͡た社会త՝
ղܾ」、守りである「ܦ営基൫のڧ化」に、「社会ݙߩ活動」を
߹わせた�ͭを࣠とした活動をਪ進しています。

「VALQUA 4ustainaClF Action」とし、ࠓ後、࣍の活動を進
めていきます。

4%(s	࣋続Մな開ൃ目ඪ
は国ࡍ社会の問ղܾのため20�0年までにୡす
き目ඪとして、201�年に国࿈で࠾されました。1�の目ඪと16�のターήットから
り、だけでなくࢢ民や民ؒ企業も実ݱへのݙߩをظされています。

4%(T（࣋ଓՄな։ൃඪ）

（2022年6月1日ࡏݱ）

・品やサーϏスを通͡た社会త՝ղܾへの取り組み ・ボールルームダンス振興支援
・地域社会へのݙߩ活動

・ガバナンスのڧ化、事業上のڥ配ྀ、
  サプライチェーンマωジメント、人ࡐҭなどの取り組み

�� αεςφϏϦςΟܦӦにࢿするॏཁ՝のݟ͠

�� ॏཁ՝͝ͱの۩体తͳඪઃఆͱਐཧ

�� αεςφϏϦςΟϨϙʔτΛ௨ͨ͡ܦӦઓུͱつͳ͕る
αεςφϏϦςΟ活動ঢ়گの։֦ࣔॆ
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Step4

Step5

サステナϏリティॏཁ՝
αステナϏϦティॏཁ՝
（ϚテϦΞϦティ）
のಛఆϓϩηス

(R*スタンダード、*4026000、国࿈
グローバル・コンパクト、4%(s（࣋続
Մな開ൃ目ඪ）、R#A行動ൣنなど
の国ࡍతな基४・ガイドラインを参考
に、社会՝߲目をચい出しました。

4tFp1でચい出した社会՝߲目に
対して、各छ評価機関のௐࠪや顧客ア
ンέートなどにおける目度を指ඪ化
し、ステークϗルダーにとっての༏先
度を特定しました。

4tFp1でந出した社会՝߲目をŊ
4tFp2で特定した「ステークϗルダーに
とっての༏先度」と「バルカーグループ
にとっての༏先度」の2ͭを࠲ඪ࣠とし
たマトリクスਤදへマッϐングしŊ ༏先
度上Ґの߲目をॏཁ՝としました。

2022年4月、従来の「$4R」を「サス
テナϏリティ」として֦ॆしてଊえし、
サステナϏリティとܦ営戦ུ、事業ܭ
ըとの関࿈ੑをよりॏ視し、ॏཁ՝
の見しを進めています。
後は、より۩体తな目ඪ・指ඪの策ࠓ
定をਪ進し、目ඪ・指ඪに対しての進
理を行っていきます。

201�年度、常会でのঝೝをಘて、
バルカーグループの$4Rॏ点՝が
ܾ定しました。

バルカーάルーϓͰɺࡏݱɺコーポϨートŋΨバナンスɺコンϓϥイΞンスɺڥɺ̓ શӴੜɺ
αϓϥイνΣーンϚωδϝントɺਓࡐɾਓݖɺ٬ސຬɺコミュニティの�ͭΛॏྖ域ͱ͠たŊ
��のॏཁ՝Λઃఆ͠ɺॏཁ՝にԊͬた۩ମత͔ͭੵۃతな取り組みΛਪਐ͍ͯ͠·すŇ
�����݄ɺै དྷの「$43」Λ「αステナϏϦティ」ͱ֦ͯ͠ॆͯ͠ଊ͑͠ɺαステナϏϦティͱܦӦઓུɺ
事業ܭըͱのؔ࿈ੑΛΑりॏ͠ࢹɺαステナϏϦティॏཁ՝のݟ͠ΛਐΊ͍ͯ·すɻ

ॏཁ՝ ԿނɾԿのたΊに 本తなํج ओな取り組み する4%(Tݙߩ

コーポレート・
ガバナンス

01. 企業理念のਁಁ　　　　　　　　　　　　　　　　企業理念を中心にしたϏジョナリーܦ営
により健全で࣋続తな長を目指すため

企業理念「THE VALQUA WAY」を中心にしたϏジョナ
リーܦ営により健全で࣋続తな長を目指す

1
「THE VALQUA WAY」のグループ全体へのਁಁ活動
2
「THE VALQUA WAY」理ղと実ફ活動　֊別全社大会の開催
�）社内֎へのϏジョナリーܦ営のೝ活動

02. コーポレート・ガバナンス
のڧ化　　　　　　　　　　　　　　

社会తをՌたすための有ޮな意ܾࢥ
定の組みをͭ࣋ことがॏཁであるため

「THE VALQUA WAY」のもとܦ営体੍をߏ築し、
そのॆ実に努める グローバルガバナンス体੍のڧ化と、ใ開֦ࣔॆのための取り組み

0�. グループグローバルな
活動のਪ進　　　　　　　　　　 

グローバルな՝のղܾには、グループ
が一体となって取り組Ήඞཁがあるため

営理念の「世界中のステークϗルダーへ」に基づく社会తܦ
՝ղܾのために、バルカーグループ一体となって取り組Ή

グループ全体でのサステナϏリティ活動、4%(sݙߩ活動のਪ進と、
ใの開֦ࣔॆへの取り組み

04. ステークϗルダーとの
対 

対を通͡て૬ޓ理ղをਂめ、共通の社
会త՝のղܾに取り組Ήため

行動指針の「事業を通͡た社会へのݙߩ」をՌたすため、ス
テークϗルダーとの信པ関係を築き、協ಇをਤり、社会త
՝のղܾにͭな͛る

ステークϗルダーとの対機会の֦ॆのための取り組み

コンプライアンス

0�. Ԛ৬・贈ऩの防止 贈ऩ防止はもとよりٙٛが生͡る行ҝ
も防止するため

行動指針の「コンプライアンス९守と実な行動」のもと、
「コンプライアンス・マニュアル」に基づいた業を行する

Ԛ৬・贈ऩの防止をؚΉリスク・コンプライアンスڧ化と、
ใ開֦ࣔॆのための取り組み

06. ๏ྩ等の९守 社会తをՌたし、ظにԠえていくた
めに、コンプライアンスܦ営のపఈをਤる

行動指針の「コンプライアンス९守と実な行動」のもと、
「コンプライアンス・マニュアル」に基づいた業を行する ๏ྩ९守の実ޮੑをさらに高めるための取り組み、開֦ࣔॆのための取り組み

0�. 関࿈๏ྩ等の९守ڥ 年々ڧ化されるڥԚ染防止の๏ྩҧ
による事業活動への影ڹを回ආするため

行動指針の「コンプライアンス९守と実な行動」のもと、
「コンプライアンス・マニュアル」に基づいた業を行する リスク・コンプライアンス९守のపఈڥ

ڥ

0�. ෛՙ࣭のڥ
࿙出防止とݮ

高度な技術を生かし、ڥෛՙ࣭ݮ
にͭながる品やサーϏスでૉ社会
の実ݱにݙߩするため

行動指針の「ڥにやさしいモノづくり」のもと、
社会త՝ղܾにࢿする品や技術をఏڙする Ԛ染対策など社会త՝ղܾのための品、サーϏスの開ൃとల開ڥ

0�. 事業上のڥෛՙ࣭
のݮ

モノづくり企業として社会తをՌた
すため、ڥに༩えるマイナスの影ڹを
最খ化する事業活動を行うため

行動指針の「࢈ࢿのอ全と有ޮ活用」のもと、
を考ྀした活動を行うݯࢿڥ 事業上ഉ出されるڥෛՙ࣭のݮ活動

安全Ӵ生 10. ࿑ಇ安全Ӵ生
健康と安全に配ྀしたಇきやすい৬場
福と事業のൃలへをえ、従業員のڥ
ͭな͛るため

行動指針の「安全Ӵ生は全てに༏先」のもと、
ಇきやすいڥをͭくる 安全Ӵ生ਪ進人ࡐのҭなど、各छ࿑ಇ安全Ӵ生活動のਪ進

サプライチェーン
マωジメント

11. サステナブルௐୡ
（ฆ૪߭対Ԡ）

サプライチェーンのグローバル化にっ
てෳࡶ化した問をղܾするため

行動指針の「ڥにやさしいモノづくり」のもと、
「ௐୡ基本方針」に基づいた業を行する $4Rௐୡガイドラインに基づいたௐୡ活動のܒ活動とਪ進

人ࡐ・人権

12. 人ࡐの多༷ੑ֬อ　　　　　　　　　　　　　　　　
多༷な人ࡐがੑݸを生かし、ࣗ らの価
を高め長できるڥをඋし健全で࣋
続తな長へͭな͛るため

行動指針の「人֨とੑݸのଚॏ」のもと、従業員の多༷ੑ、
人֨、ੑݸをଚॏし、力ൃشしやすいڥをͭくる 多༷な人ࡐの活༂ਪ進とॊೈなಇき方のਪ進

1�. 人権のଚॏ　　　　　　　　　　　　　　　　　行動指針の「人֨とੑݸのଚॏ」のもと、ܒ
ൃ活動を通して人権への配ྀをపఈする

行動指針の「人֨とੑݸのଚॏ」のもと、
「バルカーグループ人権基本方針」に沿った事業活動の行 人権に関するさまざまな国ൣنࡍの理ղとൃܒ活動の取り組み

14. 人ࡐҭ ࣗ社の事業のൃలにݙߩできる人ࡐをҭ
するため

行動指針の「チϟレンジਫ਼ਆにあ;れたh 学शと長 へɦの
、いこだわり」のもとࣗら考えながらڧ
新たなことにみ続けることができる人ࡐをҭする

1
バルカーパーιンのҭ
2
グループܦ営を୲うコア人ࡐの開ൃ
�
拠点ܦ営を୲うコア人ࡐの開ൃ
4
各事業部・各社での人ࡐのҭ

顧客ຬ 1�. 品࣭の上と顧客の
安全・安心　　　　　　                                                                 

国内֎のお客さまの安全面での՝を
ともにղܾし、安心とຬをఏڙするため

行動指針の「安全Ӵ生は全てに༏先」のもと、ࣗ 社だけでは
なく、国内֎のお客さまの安全Ӵ生もఏڙする

1
品の品࣭の理と、安全な用のためのใఏڙ・サーϏス
2）お客さまの安全・安心のための品、サーϏスのల開

コミュニティ 16. スポーツ・文化 ・芸術の振興
地域社会との共生

スポーツ振興支援や、地域に根差したサ
ステナϏリティ活動を通͡て、安全・安心
で豊かな社会づくりにݙߩするため

行動指針の「地域社会との共生」のもと、
スポーツ振興支援や、地域に根差した社会ݙߩを行う

1）ボールルームダンスの振興支援を通͡た社会ݙߩ活動
２）事業所पลの化活動、寄付活動などの社会ݙߩ活動

社会՝のೝࣝ

ステーΫϗルダーに
ͱͬͯの༏ઌのಛఆ

社会՝のϚοϐンάɾ
ॏཁ՝のಛఆ

ॏ՝の1%$"
Ϛωδϝントɾݟ͠

ॏ՝のܾఆ

Step1

Step2

Step3
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「̋5)&�7"-26"�8":」のڞ༗

するݙߩ
4%(T

「THE VALQUA WAY」���पをえて

݈શͰ࣋ଓతな成長のための
ϏδϣナリーܦӦの ら͞なるڧԽɹ

ըܭӦܦظからの৽தࠓ

݈શͰ࣋ଓతな成長のために

ϏδϣナリーܦӦの ら͞なるڧԽ
「THE VALQUA WAY」のਁಁのために

ಛू� ϏδϣナϦーܦӦ

　202�年の業100प年まであと�年にഭったظࠓにあた
り、バルカーグループは新たな2年ؒの中ܦظ営ܭը“/Fw 
'rontiFr 202�”（以Լ/'202�）をスタートさせ、̡ ܹมする
社会の中、「THE VALQUA WAY」のもと顧客の信པにԠ
え、H 4̱˞の྆ྠで新たな価をし続ける企業を目指そうʳ
というスローガンを͛ܝました。
　新型コロナウイルス感染症の֦大とಉظ࣌にスタートした前
、ը“/Fw 'rontiFr 2022”（以Լ/'2022）はܭ営ܦظ中ظ
コロナ禍のෆಁ໌かͭෆ安定な事業ڥԼで、֎部ڥのプ
ラス面がいし、1年前しで目ඪをୡすることができまし
た。ಉ࣌にバルカーグループが長年取り組んできた企業理念

「THE VALQUA WAY」を中心としたϏジョナリーܦ営の取り
組みがগなからずޭした݁Ռとも考えています。
　しかしながら、ここ数年の社会を取りרくڥのܹมと、もは
や何がىこってもෆٞࢥではないという状況をえ、「すでに何
かがىこっている、もしくはىこりͭͭある状況」であるとのѹ
తなة機感こそが/'202�の出ൃ点であり、ݱ状ೝࣝの根
ఈにあります。
　こうした状況から、/'202�の戦ུの行にあたっては、ม化
にదに対Ԡし、これらม化を新たな価出の機会とଊえ、会
社のあり方を根本から見すという「$9」（コーポレートトランス
フΥーメーション）にՌにチϟレンジし、リスクにԠ͡たي道म
ਖ਼をॊೈかͭਝに行っていくඞཁがあるとೝࣝしています。

˞H̱ 4ɿ付加価の高いH（ハード́ 品）に、顧客視点にཱった4（サーϏス）を付加し、
顧客価の最大化にけたιリューションをఏڙする。

　2020年に͛ܝた、業100प年に目指すありたい企業૾
は、人ྨの豊かさと地ڥٿにݙߩするための「未来と未に
Ήチϟレンジングな企業」です。全ての国、企業、ݸ人が࣋続

Through Creative Technology(独創的技術で)

我々は、自由・闊達な風土のもと独創的で高度な技術を創造する
技術部門に限らず全従業員が “աڈ、他社、他人とҧうことをやる” ڥม化に対Ԡするࣗݾมֵがٻめられている

ը/'2022は、業100प年をえܭ営ܦظ年度までの中ࡢ　
た࣍の࣌に、さらなる健全で࣋続తな長を実ݱするための
事業基൫の再ߏ築のため、2020年をバルカーグループの「$9元
年」とҐஔ付けました。しかし、/'2022では۩体తに新たな取
り組みを実行するまでにはࢸらず、/'202�では「未来と未に
Ήチϟレンジングな企業」の۩ݱ化にけ、大な.�Aや業
ఏܞの加による新ૉࡐ・新ࢢ場・新事業への参ೖなど۩体తな
施策をஅ行し、新たな長のづくりにチϟレンジします。
　ܹしいڥม化にਝかͭత֬に対ॲし、/'202�を֬実に
行していくためには、長年取り組んできたϏジョナリーܦ営の

本ཧ೦ج

�ͭのܦӦཧ೦

トοϓϚωδϝント

˔ 企業理念をࣔし
Ϗジョンをޠる

˔ ࣗ社らしい
෩をৢする

スタοϑ

˔ 実ફを通して
企業理念を
理ղする

˔ ࣗで考え
行動する

෦ɾ՝

˔ 企業理念を
ࣗの言葉でޠる

˔ 実ફ行動で
メンバーをҭてる

新ਓ

˔ 企業理念を
理ղする

˔ 会社を
きになる

��߲ࢦಈߦ

7BMVF���2VBMJUZ
価のと品࣭の上

200�年「バルカーグループ企業
理念実ફൃද会」大会の༷子

200�年「THE VALQUA WAY
実ફൃද会」に名শมߋ。
全社大会は౦ژで開催

2021年度の全社大会は新型コロナウイルス
感染症༧防のため、オンラインにて開催。
ൃද者はݱ地から参加

����　業当࣌社 ����　当࣌、日本最大ڃの;っૉ
樹ࢷライニングタンク

����ɹ当࣌のڀݚ෩ܠ

����
ถ 国 のE.*.σュポン社で開 ൃされた
ࢷっ化Τチレン樹;࢛ 1́T'E（品名
テフロンὼ）の加工技術ڀݚをྃし、
日本で最ॳの品化。品名を「バル
フロンὼ」として生࢈、ൢ ചを開࢝

Մな社会を実ݱするための主体తな取り組みをཁٻされる
中、バルカーグループは健全で࣋続తな長を実ݱするため
に、まず/'202�でࣦഊをڪれず大に「$9」にチϟレンジし、
。なる長のづくりに取り組んでいきます࣍
　業࣌からの基本理念「ValuF  ̱QualitZ」（価のと
品࣭の上）は社名の༝来でもあり、バルカーグループが何の
ためにଘࡏし、社会から何をظされているのかを֬ೝし続け
る基൫としてଘࡏしています。この基本理念をさらにブレイク
ダウンした「4ͭのܦ営理念」と「行動指針10߲」でߏされた
ෆมの理念こそが企業理念「THE VALQUA WAY」であり、当
社グループの根װとなっています。
　「THE VALQUA WAY」は、社ੋ、社܇、Ϗジョン、目తなど
をॏͶ߹わせた当社グループಠࣗの֓念です。また、日͝Ζ
の行動におけるஅ基४や、ったときのཏ針൫、さらにはリ
スク理の観点もซせͭ࣋共通のコミュニέーションツール
としてきわめて実ફతなଆ面もあり、従業員にとって安心、ތ

一のڧ化がඞཁと考え、ࠓ年度、「THE VALQUA WAYਪ進
ࣨ」を新設するとともに、このϏジョナリーܦ営ڧ化のਪ進力とな
る企業෩のվֵにも取り組んでいます。従業員のマインドを
上させる施策として、グループ全従業員のΤンήージメント
上、ಇき方վֵと生ੑ࢈上を目తにしたリモートϫークਪ進を
ਤり、「企業理念の理ղと実ફڧ化」「企業文化のৢと定ண」をਪ
し進め、Ϗジョナリーܦ営ڧ化にͭな͛ていきます。
　バルカーグループは、これからもϏジョナリーܦ営をਪ進し、グ
ループ一ؙとなって、健全で࣋続తな長、そして࣋続Մな社
会の実ݱにݙߩしていきます。

࣮ફൃද会のาみ

り、ࣗ ཱ、長を後押ししてくれる指針でもあると考え、「THE 
VALQUA WAY」をٻするաఔの中で見ͭけ出したࣗらの

「.Y VALQUA WAY」を共有する場として、200�年より毎
年全社大会を開催しています。チϟレンジਫ਼ਆや顧客感動を
ٻする߈めのଆ面と、コンプライアンス९守・ルールॏ視の
守りのଆ面から、ւ֎もؚめた従業員全員がそれͧれ活動テー
マを設定し、そのプロセスやՌをൃදするこの大会の開催は
14回を数えました。
　これからも「THE VALQUA WAY 理ղと実ફ活動」を通し
てϏジョナリーܦ営をਂ化させ、社会のൃలのためҲれる༐気
と覚ޛを࣋ったグローバルな人ࡐҭに努めます。
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本年中に設උのԕִ視プラットフΥームのల開を開࢝いたし
ます。これは、さまざまな設උのԕִ視・༧อ全ιリュー
ションをಉ一の理ը面でར用でき、Ϣーβー通設定やア
ラート理も、それͧれのιリューション͝とにϫンストップで
設定できるものとなります。元では、リッジアイ等との࿈ܞ
の中でࣗ社開ൃしたιリューションが中心となりますが、֎部
サーϏスとの࿈ܞもಉ࣌ฒ行で進めており、ক来తには、ニッ
チなものからメジϟーなものまで、多༷なラインナップをଗえ
ていきます。
　σジタルの特ੑである“顧客とのͭながり”を活かしながら、
新نに֦ॆされるιリューションをプラットフΥーム内でհ
し、؆୯にお試しいただけるڥをえ、一歩一歩大きな事業
化を目指していきます。

%9͕もたらすมֵ

٬の֦େސքίεトθϩにΑるݶ

A*ιリϡーγϣϯの事業Խ

%9を͞ らにલਐͤ͞るための৫ڧԽ

　「%9」（σジタルトランスフΥーメーション）という言葉が定ண
してٱしいですが、当社だけでなくセクター全体でも、%9
は࢝まったかりという状況です。%9は企業の競૪݅、࢈業
全体の競૪ڥを大きくมえるものです。ྫえݸ人け金༥
サーϏスをとってみても、20年前はいわΏる“࢈ࢿ家”のみを૬
手にした事業であり、各企業の,1*（目ඪとୡ度をଌる指ඪ）
は取Ҿֹでありֹࢿといったものでした。しかし、σジタルの
ਁಁにより、࠲ޱ開設࣌の手࡞業がなくなり、毎月のாථૹ付か
らもղ์され、オペレーションコストがԼがった్、そのター
ήット顧客は大きくがりました。さらに“顧客と継続తにͭな
がる”というσジタルの特ੑから、新たな品・サーϏスのհ

（営業）もطଘのσジタルサーϏスの上でల開するܗとなり、顧
客ターήットのがりに一のഥंをかけ、ॏཁ,1*は取Ҿֹか
ら࠲ޱ数にม༰しています。%9は୯なるσジタル技術の活用
ではなく、競૪ڥを大きくมえるもの。当社はこうしたೝࣝを
全社で共有しͭͭ、Լ記の取り組みをؚめ、࢈業全体のมֵを先
ಡみ、มֵをݗҾする施策のల開を加していきます。

　上ड़の通り、σジタルの特ੑの一ͭは「限界コストθロ」であ
り、そのޮՌは当社に大きな長༨地を生み出します。ྫえ、

　「限界コストθロ」をى点に顧客を֦大し、طଘ事業を֦大
していく上記取り組みとは別のもう一ͭのபが、A*ιリューショ
ン事業のཱち上 ・͛ల開です。シール品というอ守ྖ域にۙ
い品のఏڙを通͡て、“ハードをえたอ守ιリューション”
のニーζを数多くのお客さまからଷする中、ࡢ年12月にA*
ベンチϟー「リッジアイ」とのࢿ本業ఏܞをൃදしました。本
ఏܞをとしてιリューション開ൃを進め、そのՌとして、

　以上͝հしました通り、当社の%9にけた取り組みはண
実に前進している中で、ࠓ後よりॏཁになってくるのは、お客さ
まからのフィードバックをベースにしたくなきいউ手のվ
ળであり機ڧ化です。そのためのとして、ࡢ年より社内
で開 ・ൃվળを݁できるσジタル開ൃチームの組৫化を進め
ています。プログラマーやシステムΤンジニアはもちΖん、
いউ手のվળを進めるウェブσβイナー、機ڧ化をݗҾする
σータアナリストなどをؚめ、体੍をえています。ࠓ後も、
ιリューションの֦大とともにෆஅの組৫ڧ化を進め、ιリュー
ション企業への進化を進めてまいります。

$%0ϝοηーδ

σδλルのྗͰ
をมえていくڥ૪ڝ

ಛू� %9ਪਐ

樹ࢷ事業一ͭとっても、営業を行い、顧客ニーζをѲし、
しൢചする。この流れの中で多大なる工数がൃ生します。そ
のため、খޱのधཁには対Ԡしきれず（かͭての金༥業界とಉ
༷に）大ޱधཁにू中せざるಘない状況になっており、ച上機会

樹ࢷૉࡐఏڙの一元理サイト「ૉ1ࡐro」。ఏڙՄな樹ࢷૉࡐ、サイζ、
ॆరࡐ料などの؆୯ࡧݕや、見ੵもりなどがՄに

ԕִ視プラットフΥーム「スマート設උ理」。ಉ一ը面から、さまざまな設උのԕִ視・༧อ全ιリューションをՄに

のଛࣦにもͭながっています。こうした状況の中、限界コストθ
ロ、それに基づくターήット顧客の֦大を進めるୈ一歩として、
樹ࢷૉࡐఏڙを一元తに行うウェブプラットフΥームのల開を
ॆ、サイζ、ࡐできるૉڙめました。当社がఏ࢝य़よりࠓ రࡐ
料などのใをϫンクリックでࡧݕでき、ϫンストップでの見ੵ
もりґཔ・ൃ がՄとなります。ཪଆの大部のオペレーショ
ンもσジタル化することで、ૉൢࡐചという一部ྖ域からでは
ありますが、限界コストθロにけた取り組みとなっています。　
　さらに、樹ࢷૉࡐでのこの取り組みをさらにൃలさせ、
樹ࢷ加工品事業でもಉ༷のシステムߏ築を進めています。加
工品になると、σジタルを通͡たਤ面のղಡや見ੵもり࡞業は
よりෳࡶになりますが、ؒ࣌をかけたݕ౼・開ൃの中で、ࠓ年中
のࢢ場ల開をܭըしています。もちΖん、その先には、樹ࢷに
限らず、当社事業の一ͭのபであるシール品事業における限
界コストθロも視にೖっており、加度తに取り組みを進め
てまいります。

式会社バルカーג
取క ઐࣥ行員 ̘ ̙̤ 
݉ 事業มֵਪ進୲当

தᖒ ߶ଠ

2021年�月にೖ社し、$%0（最高σジタル者）をめております。
$%0のミッションの一ͭとしてਪ進している%9の֓ཁをհいたしま
す。
σジタル技術を活用して、部門の֞根をえ、組৫ߏや企業文化をมえ
ながら、新たな事業のにͭな͛ていくことが大きな%9の流れです。
これまでのΩϟリアで新ن事業出にܞわってきたݧܦを活かし、より一
、当社の࣋続తな企業価の上に寄༩するมֵにんでまいります。

するݙߩ
4%(T
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日系企業らしくない社風への失望から、
ともに成長していく決心へ

バルカーベトナムの商習慣を乗り越えて
「THE VALQUA WAY」の実践へ

次世代のリーダーを目指して

事業を通じてベトナム社会への
貢献のために

バルカーベトナム ハノイ支ళ 営業՝ ՝長

1IBN�5IJ�1IVPOH�.JOI
（ϑΝムɾティɾϑΥンɾミン）

2016年にೖ社後、営業員として2年ؒݱ
場をݧܦし、�年目には係長をܦて、՝長
にঢ進。ハノイ支ళをݗҾし、ベトナム国
内での֦ൢや新事業のཱち上͛のために
日々ᬏ進している。

（本ߘは本人の日本ࣥޠචに加ච・मਖ਼をしています）

　大学をଔ業後、日本で2年ؒษڧし、201�年にϗーチミンࢢ
の日ܥ企業へब৬しました。2年後、出地のベトナム部へ
った࣌、長くۈめられる৬場へస৬したいとࢥうようになりま
した。そしてバルカーベトナムの営業拠点として2年目をܴえ
るハノイ支ళの「長くۈでき、ক来Ωーパーιンになりうる営
業৬を募ू中」という募ूにັ力を感͡、2016年4月、バルカー
ベトナムにೖ社しました。
　ೖ社したࠒハノイ支ళでは、日本ޠをほとんどわなかった
り、日本の文化やマナーも感͡られなかったり、ೖ社面࣌に訪
れた工場とҧい、日ܥ企業のงғ気は感͡られませんでした。
とはいうものの、言葉や文化のҧいで上࢘と部Լのนも感͡た
ことを覚えています。日ܥ企業でಇくことをࢫとしていた私に
とって、「ここは大ৎ夫かな」と心配になり、ক来のことを考えると

「長くಇけるのかな」と何度もࣗ問ࣗしていました。
　స機は2016年�月、A4EA/顧客けに開催された「バル
カー・アセアンカンファレンス」です。私は会ٞの進行をめ
ることになりました。イベントを通͡て日本・タイ・シンガポール
のಉ྅と会い、൴らのプロ意ࣝと事に対する熱意に感をड
け、ここでಇき続けたいと感͡ました。
　201�年にはタイ、201�年には本社での社内ݚमの機会
をಘて、ಇく国やڥがҧっても、バルカーの従業員は「THE 
VALQUA WAY」で共通の考え方を共有しながら事をして
いることを実感し、さらに心ڧく感͡ました。学生࣌に日本で
生活したݧܦがあるので、日本ޠや日本文化を他のスタッフよ
りগし理ղしている点を活かし、会社とಉ྅のブリッジをՌた
してօのΤンήージメントを高めていきたいとのࢥいがますま
すڧくなっていきました。
　その後201�年には係長、その年後には՝長をഈ໋して、
ॏѹもありましたが、ࣗ がやりたいことを実ݱするための

　ハノイ支ళの業は201�年までྑくありませんでした。業
がѱいとモチベーションも上がりません。そんな中、201�
年にॏཁな顧客で業にͭな͛るઈのチϟンスがありまし
た。しかし、ようやく面ஊできた顧客のΩーマンとのでは、
コンプライアンス上、まれない流をいきなり࣋ちかけられ
。ったことがありましたࠔ
　ਖ਼、ਃしೖれにԠ͡れ文になり業にͭながる、目ඪ
ୡできるઈのチϟンスだともࢥいましたが、普ஈ実ફして
いる「THE VALQUA WAY」で考えるとૉにೲಘできず大
いにみました。
　安қに「楽」な道を歩Ήことがաちにͭながらないか、「ਖ਼ਖ਼

　2021年4月から、ւ֎ܦ営װ部養࠲ߨに参加する機会が
༩えられました。バルカーベトナムから2名、他にؖ国、の
バルカーパーιンと߹ܭ�名で2年ؒかけてܦ営基װ৬として
長するための学शの機会です。
年11月には、コロナ禍の中、本部長である員が日本かࡢ　
らバルカーベトナムへ来社され「業を৳すことも大だ
が、人ࡐҭにもっとظしている」とฉかされました。
それをฉいて私もそのとおりだなとͭくづく感͡ました。私
は理৬として支ళで一൪ݧܦ年数が長く、201�年度「THE 
VALQUA WAY」理ղと実ફ活動の全社大会では名༪あるୈ
一੮をडすることができました。会社や上࢘から学शと長
を続けることができる機会をたくさん༩えられているというࣗ
覚をもって、会社の理念、戦ུのམとし込みをਪ進し、会社と従
業員の信པ関係のߏ築に力したいとࢥいます。
　最ۙはϫーク・Τンήージメントを高めることで部Լをҭし
ていくために、部Լを信͡て事をせるミッションにもΉ
きだとࢥうようになりました。これらのミッションをՌたすことで、
ハノイ支ళ、ͻいてはバルカーベトナムのさらなる価にߩ

　2021年4月、ܦ営װ部養࠲ߨの参加がܾまってす͙、ޫ ӫ
なことに2度目の$E0ラーニングに参加できる機会をಘまし
た。ラーニングでの୍ᖒ$E0の「せっかくバルカーにೖったの
だから、長くۈめてͥͻ一ॹに何かをやり͛たいè」というメッ
セージはずっとれないとࢥいます。ܦ営ڥが大きくมわっ
ていく中でมֵなくしてଘ続はڐされないというೝࣝから、私
は࣍世のւ֎װ部としてظされていることをތりにࢥい、
になる「ࡐҭできる人ࡐ人」けて世リーダーの出に࣍
ことをࣗ覚し日々ਫ਼進しています。
　私はベトナム人の一人として、ࣗ が生まれてࠓもらして
いるこのベトナムという国を愛しており、ࣗ の国やڷނにগし
でもݙߩしたいとࢥっています。そのرをえるには機
関やެӹ企業へब৬すきかとんだこともありますが、ࡏݱ
くڧを「ݙߩ事業を通͡た社会への」めているバルカーではۈ
意ࣝしており、バルカーで事をすることでࣗの国やڷނに
できると考えるようになり、そのみもすっきりれていきݙߩ
ました。バルカーの࣋続తなൃలにݙߩすることを通͡て、ࣗ
の国やڷނの࣋続తなൃలにݙߩしたいという熱いいを
他のベトナム人のಉ྅にもえ、みんなで一ؙとなって「THE 
VALQUA WAY」を基࣠に考え行動し、コンフΥート・κーンを
ൈけ出して大にมֵをし͛、グループの新たな「$9࣌
」に活き活きとًくバルカーベトナムへと長することを願っ
ています。

ಊಊと」「コンプライアンス९守と実な行動」は୲อできるの
かなど、上࢘や関係部門に૬ஊしながら一ͭͻとͭ実に対Ԡ
したことで、顧客も私も安心できる文にͭながり、この年は最
高の݁Ռを出すことができました。
　この࣌に、業ݙߩだけでなく、「THE VALQUA WAY」行
動指針10߲とのブリッジやグループ内のͭながりを実感でき、
গしは理ղがਂまったかなʁというتびを感͡ました。

き߹え事にを༩えられ、さらにモチベーションを高めてڥ
るようになりました。
　201�年の୍ᖒ$E0視࣌に、ӡにも$E0ラーニングの
メンバーに選れました。ॳめてでۓுしましたが、$E0が私
たちの๊くٙ問や考え方に一ͭͻとͭえ、આ໌する中で「ւ
֎の生࢈・ൢ ച拠点のトップは、その国の人がめることが一൪
いいとࢥっている。当社は、国੶やੑ別にとらわれず、やる気の
ある人ࡐにΩϟリアアップのチϟンスを༩え全体で支える」との
メッセージは一൪ҹにりました。ローカル࠾用の私でも
長のチϟンスがあることにせを感
͡、気が最高ைになり、「社会への
価にݙߩしたい」「顧客に感動
してもらいたい」という前きなࣗ
にมわったとࢥいます。

ಛू� ਓࡐҭ

2021年、顧客の社長と
一ॹに

2021年テト（ベトナムのچਖ਼月）にハノイ支ళのスタッフたちと

したいと感͡ており、最ऴతにはグループのωットϫークの中ݙ
で、A4EA/地域が他の地域にݞをฒることをເ見ており、ࣗ 社
の長を通͡て地域のൃలに寄༩することを願っています。

するݙߩ
4%(T

バルカーベトナムと
ともに成長する
女性管理職の挑戦

201�年度「THE VALQUA WAY」
理ղと実ફ活動の全社大会で

ୈ一੮डを記念し、୍ ᖒ$E0と
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　バルカーグループでは、グループ共通の企業理念「THE VALQUA WAY」を、ཏ針൫、行動ൣن
として、日々の活動の基൫としています。�ͭの国と地域のバルカーグループの従業員一人ͻとりが、
ࣗらの業にそのマインドをམとし込みŊ ࣗ事としてŊ 業の中に問意ࣝを࣋ち、業のվળ・
վֵにͭな͛る活動を行っています。
　また、「THE VALQUA WAY」をよりਁಁさせるため、1年を通しての活動を共有する場として実ફ
ൃද会を毎年実施しています。この実ફൃද会はŊ いかに「THE VALQUA WAY」をࣗの業にམ
とし込みができたかをൃදするものです。
　国別・֊別に༧選会を行い、毎年1月に༧選をউちൈいたද者による全社大会を開催しており、
2021年度で14回目を数えました。ܦ営基װ৬は、毎年10月に実ફൃද会を開催していますが、৬
にԠ͡た活動とൃද内༰になるよう、工夫を凝らし、2021年度は関係会社社長৬と部長૬当৬の2
部門にけて開催しました。
　これらの活動をよりॆ実させるには、対面での大会開催がベストですが、2021年度もコロナ禍が
続きオンラインで実施するなど、ӡ営上多くの੍をडけました。
　しかしながら、コロナ禍やリモートϫークで社内֎のコミュニέーションに੍をडけるڥԼでも、

「THE VALQUA WAY」のਁಁによって、このڥを前きにଊえ、$9（コーポレートトランスフΥー
メーション）と%9（σジタルトランスフΥーメーション）にŊ グループを͛ڍて取り組んでいます。
　さらに、2022年度、新中ܦظ営ܭը“/Fw 'rontiFr 202�”ï/'202�）のもと、Ϗジョナリーܦ
営のさらなるਪ進を目指し、ਪ進部ॺ「THE VALQUA WAYਪ進ࣨ」を新設しました。
営のਪ進に取り組ܦをもってϏジョナリーޛきかͭ覚て、ͻた͛ڍ後も、バルカーグループをࠓ　
んでいきます。

01 企業理念のਁಁ

コーポϨートɾΨバナンス

෦౷੍γステム

　バルカーグループは、企業理念である「THE 
VALQUA WAY」のもと、シールΤンジニアリ
ングのパイオニアとして、企業の࣋続తな長
による企業価の上を実ݱするため、ಁ໌・
ެਖ਼かͭਝ・Ռな意ܾࢥ定を行うためのܦ
営体੍をߏ築し、最ྑのコーポレート・ガバナ
ンスをٻし、そのॆ実に継続తに取り組んで
います。

　ಁ໌ੑの高い業プロセス、దなリスク
理体੍をߏ築することによって、内部統੍シス
テムのඋ・ਪ進に努めています。会社๏など
に基づく「内部統੍システムに関する基本తな
考え方」を取క会でܾٞし、この内༰を֎部
のม化にԠ͡てదٓ見していڥ内部・ڥ
ます。また、金༥品取Ҿ๏に基づくࡒใ
度への対Ԡとして、内੍ࠂに係る内部統੍ใࠂ
部統੍の体੍ߏ築、社内ن定・نଇや業プ
ロセスのඋ・評価・վળを行っています。
　その一として、ࡒใࠂが有ޮであるࢫ
を記ࡌした内部統੍ใࠂॻをࠪ๏人による
దਖ਼意見をडけた上で開ࣔしており、ࡒใ
の信པੑを֬อするための取り組みを継続しࠂ
ています。

なม化にਝかͭత֬に対ܹٸのڥ営ܦ　
Ԡするため、ࣥ行員੍度をಋೖし、取కと
ࣥ行員のׂをした機動తなグループ
、1名࢜営体੍をཱ֬しています。また、ห護ܦ
ެೝ会1࢜ܭ名をؚΉࠪが、取కおよ
びࣥ行員の業ࣥ行にͭいてࠪを行うこと
で、ܦ営に対するઐ門ੑの高い視・ࠪ機
をՌたしています。

　グループの事業活動全ൠに関して内部ࠪ
を実施するため、取క会の業ࣥ行部
門からಠཱした内部ࠪࣨを設ஔしています。
内部ࠪࣨは年ؒܭࠪըに基づき、内部統
੍、コンプライアンス、リスクマωジメントな
どの෯い観点からࠪを実施し、評価・ఏ言
を行っています。

02 コーポレート・ガバナンスのڧ化

■ ํ͑ߟ本తなج�

■ �業のಁ໌ੑͱ৴པੑΛ֬อ

■ �コーポϨートɾΨバナンスのঢ়گ

■ �෦ࠪࣨ

˝コーポϨートɾΨバナンスମ੍ਤ

（2022年6月1日ࡏݱ）

顧問ห護ࣥ࢜行員

各部門・グループ各社

選・ղ 選・ղ 選・ղ

選・ղ・ಜ

指・شಜ

ࠪ

ใࠂ

ใࠂ

会ࠪܭ人

ࠪ会ʗࠪ

コンプライアンス
ҕ員会

取క会ʗ取క

࿈ܞ

ࠪ

会ܭ
ࠪ

ॿݴ

主૯会ג

ද取క会長 $E0
ද取క社長 $00

内部ࠪࣨ

˝取క会ɾࠪ会のߏ（�����݄�日ࡏݱ）

取క �名（உੑ�名、ঁ ੑ2名）
うち社֎取క�名（உੑ1名、ঁ ੑ2名）

ࠪ �名（உੑ�名）
うち社֎ࠪ2名（உੑ2名）

「5)& 7"-26" 8":」ཧղͱ࣮ફ׆ಈ

オンラインදজ式の༷子
˞後日、ೖ者へදজ状をૹ付

グループ全社の社員を部門͝とにけ、各部門の選ൈによる
全社大会。त式もオンラインで開催

2021年度全社大会の༷子
年にҾき続き、新型コロナウイルスの感染状況をؑみࡢ˞
オンラインでの開催

コーポレート・ガバナンス
貢献するSDGs
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　バルカーグループは、グループ全体の๏ྩ等
の९守を֬実なものにするために、๏事所、
コンサルタント、๏ྩใఏڙサーϏス会社等の
支援をडけながら、国内のみならずւ֎子会社
にద用される関࿈๏ྩをௐࠪし、๏ྩを९守した
業の行を実ફしています。国・地域͝とにそ
の内༰が大きくҟなる๏ྩ等の९守をపఈす
く、グループ全体で万全のଶでྟんでいます。

　これからも、多༷化するリスクにඋえ、リス
クマωジメントのڧ化をਤっていきます。

ループサステナϏリティҕ員会」へと名শをมߋ
するとともに、体੍をڧ化しました。また、サス
テナϏリティとܦ営戦ུ、事業ܭըとの関࿈ੑを
よりॏ視し、ॏཁ՝の見しを進めています。
、けて後もさまざまな社会՝のղܾにࠓ　
グループ一体となったサステナϏリティ活動を
ਪ進し、その開ࣔにも努めていきます。

αステナϏϦティ׆ಈͱ
ಈ׆&(4

　バルカーグループは以前より、企業理念「THE 
VALQUA WAY」のもと、「H̱ 4事業を࣠とした
活動」「ボールルームダンス支援」「地域社会に
対する感謝の日」など、国内֎のグループ会社
が一体となって取り組みを行ってきました。
　2021年からは、߈めである「本業（H̱ 4）事業
を通͡た社会త՝ղܾ」、守りである「ܦ営基
൫のڧ化」に、「社会ݙߩ活動」を߹わせた�ͭを
࣠とした活動をਪ進し、4%(sݙߩへの取り組み
をڧ化しています。
　また、2022年4月、サステナϏリティ活動を
加するため、従来の「$4R」を「サステナϏリ
ティ」として֦ॆしてଊえし、ਪ進体੍を「バル
カーグループ$4Rਪ進ҕ員会」から「バルカーグ

　バルカーグループでは、グループ4HEҕ員会
を設ஔし、4HE（安全、健康、ڥ）を一元తに
理しています。$E0をҕ員長、$00を෭ҕ
員長としŊ 各グループ会社ŋ事業所を୲当するࣥ
行員をҕ員としていますŇ 4HEҕ員会は年1
回以上の開催とし、バルカーグループの4HE活
動の「年度方針」「活動ܭը」のܾ定や「活動状況」
の֬ೝを行っています。また、その内༰を各グ
ループ会社ŋ事業所に設ஔした4HEチームにల開
し、グループ全体で取り組んでいますŇ

　バルカーグループは、健全で࣋続తな長を実ݱするため、「THE VALQUA WAY」のもと、ステー
クϗルダーのօさまとのコミュニέーションを通͡て、信པ関係のߏ築をਤるとともに、継続తな企
業価の上を目指します。

■ αステナϏϦティ׆ಈのਪਐ

■ ಈのਪਐ׆&(4

0� グループグローバルな活動のਪ進

ϦスΫϚωδϝント

ഊࢭ

　バルカーグループはステークϗルダーとの信པ
関係をҡ࣋し、事業を安定తに継続していくため
に、多༷化するリスクとその影ڹをత֬にѲし、
コントロールできる理体੍をߏ築しています。
　バルカーグループは、選とू中によるطଘ
事業ྖ域のऩӹ֦大と新ن事業ྖ域の֫ಘに
よる事業基൫の再ߏ築を目指すとともに、組৫
୯Ґでのリスクマωジメントとコンプライアンス
のࣗత९守のڧ化をアニュアルポリシーでܝ
͛、取り組んできました。
　2022年4月からの新中ܦظ営ܭը/'202�
においても、Ҿき続き組৫୯Ґでのリスクマω
ジメントとコンプライアンスのࣗత९守のڧ
化に取り組んでいます。

　バルカーグループでは、全従業員に対して贈
ऩ防止の観点からपを行うとともに、国内
֎の贈ऩ੍نにదに対Ԡするために、ඞ
ཁにԠ͡てن定の見しを行っています。また、
国内・国֎を問わずグループ全体のࠪを実
施し、贈ऩ防止のపఈをਤっています。

　バルカーグループはリスクマωジメントをڧ
化するため、「リスク理ҕ員会」を設ஔし、国
内֎の事業ڥのܹٸなม化と事業ྖ域の֦
大にって多༷化するグループܦ営上のリスク
を一元理しています。
　大نࡂなど事業の継続をڴかす事が
ൃ生した場߹に、グループの統੍をとりਝに
対Ԡするため、2020年に事業継続ܭը（#$1）
マニュアルを策定し、ӡ用を開࢝しています。

　バルカーグループは、ܦ営理念の一ͭに「ಠ
త技術で」を͛ܝ、このಠత技術とサーϏ
スを༥߹させた「ਅのιリューションఏڙ企業」
へのൽを目指しています。త࢈ࡒ部では、
企業活動で出される価をదにอ護し、お
客さまの՝ղܾにͭながる品やサーϏスの
ఏڙを支援しています。また、他者のత࢈ࡒ
権をଚॏするために社内ルール・体੍をඋし、
ࣗ社品やサーϏスがୈࡾ者のత࢈ࡒ権を
৵しないよう、ڀݚ開ൃのさまざまなஈ֊で
ௐࠪをపఈしています。このௐࠪは、త࢈ࡒ
部とڀݚ開ൃ部門の協力体੍のもとグローバ
ルに行うことで、国内のみならずւ֎において
も、త࢈ࡒ権のଚॏをపఈしています。

0� Ԛ৬・贈ऩの防止

■ ํ͑ߟ本తなج�

■ �ଃऩࢭのపఈ

■ �ϦスΫཧମ੍

■ �తݖ࢈ࡒཧ

■ ֎άルーϓ会社に͓͚るࠃ�
ɹ๏ྩの९क

04 ステークϗルダーとの対

S)&ਪਐ体੍ਤ
https://www.valqua.co.jp/
social/saGFtZ_hFalth_
FnvironmFnt/

コンプライアンス

取క会

常会

品࣭リスク

品࣭อূ
ҕ員会

қ理
リスク

安全อ障取Ҿ
理ҕ員会

๏ྩҧ
リスク

コンプライアンス
ҕ員会ʗ
コンプライアンス
ਪ進ҕ員会

安全・Ӵ生・
リスクڥ

4HEҕ員会

安全ࡁܦ
อ障リスク

安全ࡁܦ
อ障ҕ員会

ใセΩュリティー
リスク

ใセΩュリティー
ҕ員会

事ہ
リスク理ҕ員会

˝ϦスΫཧମ੍

（2022年6月1日ࡏݱ）

ステーΫ
ϗルダー ステーΫϗルダーへの対Ԡ ओなコミュニέーγϣンのํ๏

͓٬͞·
Hˍ4企業として、開ൃ・ௐୡ・生࢈・営業のバリューチェーン全体で、お客
さま視点にཱったਅのサーϏスιリューションを通して、お客さま価の最大
化の実ݱを目指しています。

˔ 営業活動全ൠ:日々の営業活動ʗൢചళ࠙会の開催ʗలࣔ会の開催ʗお問い
߹わせ対Ԡʗ̨̘ アンέートの実施ʗ安全σータシート	4%4
ʗ各品カタログʗ
カスタマーサポートツール・技術ࢿ料のൃ行

ओגओŋג
ऀؔࢢ

దかͭެਖ਼なใの開ࣔを実施し、ג主・ࢿ家などג式ࢢ場関係者と
のݐ設తな対をੵۃతに行っています。対によりಘられた意見などをܦ
営にフィードバックし、࣋続తな企業価の上の実ݱに活用しています。

˔ *R活動全ൠɿג式ࢢ場関係者との対ʗג主૯会・ܾࢉઆ໌会の開催ʗ*Rツー
ル・ࢿ料のൃ行

取Ҿઌ
（ௐୡઌ）

ެฏ・ެਖ਼、๏ྩ९守、ڥ配ྀ、૬ޓ信པを基本とした、$4Rௐୡのਪ進
に取り組んでいます。

˔ ങ活動全ൠɿ取Ҿ先との会ٞʗ$4Rௐୡガイドラインʗ$4Rௐୡアンέートߪ
の実施

ମ࣏ɾࣗߦ ๏ྩ९守とదなใ開ࣔに取り組んでいます。 ˔ 各छಧ出・各छ会ٞ

ै業һ 安全Ӵ生の֬อ、人権のଚॏ、ダイバーシティਪ進を基本として、従業員が
最大限に力をൃشできる৬場ڥづくりに取り組んでいます。

˔ 従業員Τンήージメント活動全ൠ:イントラωットʗ従業員Τンήージメントௐࠪ
の実施ʗ各छݚमʗࣗൃܒݾ学शの支援ʗ࿑協ٞ会の開催ʗ社内通ใ੍度に
よる通ใҊ݅への対Ԡʗ企業ྙ理ϗットラインの開設

地域社会 グローバル社会、地域との共生を目指し、ڥෛՙのݮ、社会ݙߩ活動に
取り組んでいます。

˔ 社会ݙߩ活動全ൠɿスポーツ振興支援を通͡た社会ݙߩʗ地域社会に対する感
謝の日ʗ従業員によるボランティア活動ʗ地域社会・/10との対Ŋ 寄付活動

貢献するSDGs
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サポートの継続、各社の๏ྩ९守内部ࠪ体੍
により、ҧ未વ防止の体੍ߏ築を進めていま
す。
　世界తにリスク理ڧ化がٻめられている
品ؚ有化学࣭にͭいては、chFm4HER1A˞

によりԼへのใఏڙをదに行っていま
す。

コンϓϥイΞンス

　バルカーグループにおける「コンプライアン
ス」とは、๏ྩ९守にとどまりません。他の企業
のൣとなるくੵۃతに๏ྩやྫ以上の企
業ྙ理を९守し、社会ݙߩやڥへの配ྀにま
で౿み込んだ企業行動の実ફによって、ステー
クϗルダーのཁٻ・信པにԠえ、社会における
信པをউちಘていくことだと考えています。こ
のコンプライアンスのॏཁੑを理ղし実ફする
ことが、バルカーグループのӬ続తな長・ൃ
లをଋするものであるとݻく信͡ています。

　全グループ従業員の業の指針とするため、
「コンプライアンス・マニュアル」を200�年に

　$E0をҕ員長としたコンプライアンスҕ員
会と、そのԼにコンプライアンスਪ進ҕ員会を
設ஔし、コンプライアンスਪ進の最高者と
して໋された「チーフ・コンプライアンス・オ
フィサー」（$$0
を中心に、グループコンプラ
イアンス体੍のඋおよび上に取り組んでい
ます。

■ ํ͑ߟ本తなج

■ コンϓϥイΞンスϋンυϒοΫ

■ コンϓϥイΞンスମ੍06 ๏ྩ等の९守

■ ֤ੜؔ࢈会社の๏ྩ९कମ੍の
ɹඋɾӡ༻ɾࠪの࣮ࢪ

ϦスΫϚωδϝントڥ

　2021年度、中国はୈ14࣍�カ年ܭըによる
化により、行のཱちೖりௐࠪのස度がڧ੍ن
ܹ૿しました。この中で、いくͭかの指ఠをड
けましたがす͙に対Ԡを行い、実ࡍにڥԚ染
等をൃ生させた事ྫはありませんでした。その
ほかの国内֎生࢈関係会社でのڥ๏ྩҧ
は̌ ݅でした。また全ての事業所でѱषや૽Ի
などによるۙྡからのۤൃ生はありませんで
した。
　国内֎生࢈関係会社では、 Ҿき続き*40
14001システムによるڥ活動を行っており、
ୈࡾ者ೝূも継続していきます。
　特に๏੍ن९守にͭいては、ベトナムで施行
༧定のվਖ਼ڥอ護๏への対Ԡもؚめ、ݱ地
での֎部ใ機関を活用したใऩू、日本の
֎部ใ機関を活用した各生࢈関係会社への

　国内生࢈関係会社では、*4014001にて特定
した๏ྩ一ཡを共有し、月࣍でม化点をূݕす
ることで、各社のղऍؒҧい、見མとし防止を
ਤる活動を継続しています。またւ֎生࢈会社
がそれͧれ特定した๏ྩにͭいても、月࣍のม
化点にͭいて、グループ全体で共有しています。
　๏ྩ९守内部ࠪ体੍を各生࢈会社でえ、
ӡ用を開࢝しました。ࠪでൃ覚したෆద߹に
対Ԡしていくことにより、継続తなվળをਤって
います。

0� 関࿈๏ྩ等の९守ڥ

■ ಈମ੍׆�

　全グループ従業員が、๏ྩや社内نଇなどに
関するใࠂ・૬ஊ・通ใができる組みとして、

■ ใࠂɾ૬ஊɾ௨ใ੍

ใࠂ 指・شಜ

ใࠂ 指・شಜ

ҕ員長ɿ$E0
ҕ員ɿ各取క（社֎取కをআく）

ҕ員長ɿ$$0
ҕ員ɿ各ࣥ行員

コンプライアンスਪ進ҕ員会

コンプライアンスҕ員会

各部門・グループ各社

取క会

˝コンϓϥイΞンスମ੍

（2022年6月1日ࡏݱ）

˞ chFm4HER1Aɿ品にؚ有さ
れる化学࣭ใを上企業か
らԼ企業までサプライチェーン
全体でదਖ਼にӡ用するため、ࡁܦ
業ল主ಋで201�年10月にリ࢈
リースされたσータ࡞支援ツー
ルおよびใୡファイルの名শ

੍定し、6言ޠ（日本ޠ、ӳޠ、؆体ࣈ、ؖ 国ޠ、
タイޠ、ベトナムޠ）に༁することで、全グ
ループ全従業員が理ղし、९守すきマニュア
ルとして活用してきました。
　さらに、社会ڥやཁのม化を౿まえ、۩
体త事ྫやチェックシートをり込Ήなど、内༰
を大෯に֦ॆさせた「コンプライアンスハンド
ブック」（日本ޠ൛）および「ハラスメント防止の
ための行動ハンドブック」（理৬・リーダー用）
を2020年�月にൃ行するとともに、2020年11
月には員けに「企業ܦ営とコンプライアン
スʵ員のܦ営とॏཁ՝ʵ」をൃ行しまし
た。
　ւ֎拠点においても、従前の「コンプライア
ンス・マニュアル」にସえて、日本ޠ൛をベー
スにݱ地実を౿まえた各国ޠ൛「コンプライ
アンスハンドブック」を2022年2月にൃ行しまし
た。

ᶃ意見ശ、ᶄ社内૬ஊ૭ޱ、ᶅ$E0へのダイレ
クトライン、ᶆ֎部企業ྙ理ϗットライン（�カ国
、といったޱへの૬ஊ૭࢜対Ԡ）、ᶇ社֎ห護ޠ
各छ૭ޱを設けています。
　この੍度は、通常の指ܥྩ໋ش統からಠཱ
してӡ営し、ใのൿಗとใࠂ・૬ஊ・通ใし
たことによって従業員にෆརӹが՝せられるこ
とがないように配ྀしています。なお、本੍度
のར用݅数はリモートϫークڥのためかݮগ
し、201�年度、201�年度10݅以上あったར
用数が、2020年度4݅、2021年度も4݅でし
た。Ҿき続き、ར用ݮগの動に視しながら、
దな対Ԡを行っていきます。
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　バルカーグループのグローバルな再生Մ
ΤωルΪーのಋೖ状況は、201�年にभバ
ルカーでอ有していた༡ٳ地にଠཅޫൃ電設
උを設ஔし、再生ՄΤωルΪーൃ電を࢝め
ました。長崎ݝではಋ体の基൘となるシリコ
ンウΤハーの再生加工を主ཁ事業としているバ
ルカー・ΤフΤフティで、ଠཅޫൃ電設උを設
ஔしࣗ社消අを行っています。ւ֎ではバ
ルカー国ࡍの新工場が2022年1月よりՔಇし、
ଠཅޫൃ電設උを設ஔし再生ՄΤωルΪー
ൃ電を行っています。これらにより、化ੴ೩料
を用いたՐ力ൃ電でഉ出される$02のݮに
寄༩しています。

࿙ग़ࢭͱݮのたΊの
取り組み

　バルカーグループでは事業活動におけるΤω
ルΪーや水などの*/1UTや、ΤωルΪー用
による$02のഉ出、生࢈工ఔから出るഇغな
どの0UT1UTをѲすることで、ڥෛՙの
全体૾をଊえています。
　国内֎のグループ会社から、ਖ਼֬かͭਝ
にऩूし一元理するため、サステナϏリティ
ใऩूシステムをಋೖし、దਖ਼な温ࣨޮՌガ
ス係数を用いてࢉ定、開ࣔしています。

　೩料電ࣗ動ं等では、水ૉの高ѹஷଂタ
ンクへのஷଂޮを上させるため、ѹॖ水
ૉのさらなる高ѹ化が進められていますが、水
ૉの高ѹ化、温化により、水ૉ࿙Ӯリスクの
૿加という問点が指ఠされています。
　バルカーグループでは、こうした問点をղܾ
するため、い温度ൣғで用Մな高ѹ水ૉガ
ス用シールࡐの開ൃを行い、それにޭしました。
　バルカーのڧみである技術力で、水ૉΤω
ルΪーの実用化にけてݙߩしていきます。

■ ����事業׆ಈに͏ڥෛՙ

■ ੜՄΤωルΪーಋೖの取り組み࠶

■ ਫૉΤωルΪー࣮༻Խに͚た
ɹ取り組み

0� ݮෛՙ࣭の࿙出防止とڥ

0� 事業上のڥෛՙ࣭のݮ

ڥ

　ಸྑݝにあるバルカー シール ιリューション
ζは、2020年度における電力用の߹理化な
らびに有ޮར用による企業のলΤω、ল$0⒪
活動を通͡てૉ社会実ݱに寄༩したことに
対して、දজをされました。

後も継続して、業100प年（202�年）のࠓ　
ありたい企業૾を実ݱすくੵۃతなলΤω活
動を行い、ڥにやさしいモノづくりを実ફし
ていきます。

■ লΤωルΪーへの取り組み

対ɿバルカーグループの国内֎
事業所（一部、地方営業所、றࡏ
所、ւ֎のൢച会社などنのখ
さい16拠点をআく）
ɿؒظܭू
2021年4月ʙ2022年�月

（2022年6月1日ࡏݱ）

˝ϚテϦΞルϑϩー

ΤωルΪー ܭ߹ ������(+

INPUT

電力 40141.Wh

うちଠཅޫ 46.Wh

Aॏ༉ 1���00Ὑ

L1( �4��1̼�

ఱવガス 116�1�Lg

ࢢガス ���̼�

౮༉ 1����0Ὑ

ܰ༉ 260��Ὑ

ガιリン（社有ं）

ਫの༻ ܭ߹ ������N�

上水 ���1�̼�

工業用水 他 ��1���̼�

$0�ഉग़ྔ ��ܭ߹���U

OUTPUT

生࢈関࿈  222�2t
その他 6��t

ഇغ ܭ߹ ���U

ഇプラスチックྨ �61t

Ԛట 10�t

くず 6�tࢴ

他 

124t
化学࣭˞21छྨ 26016�Lg

VALQUA
Group
事業׆ಈ

（ഇࢎ、ഇアルカリ、ഇ༉、くず、
ણҡくず、金ଐくず、೩え֪）216�6Ὑ

˞化学࣭ɿ1RTR๏のಧ出対
࣭に加え、ҾՐੑ液体・有機༹ࡎ・
水࣭Ԛ特定࣭などѲ対ൣғ
を֦大

貢献するSDGs

˞T$'%にͭいて
https://www.GsC�tcGE.org
(20のཁをडけ、主ཁ国の金༥
関࿈লிおよび中ԝۜ行よりߏ
された金༥安定理事会（'4#）によ
り、201�年12月に設ཱされたタ
スクフΥースで、201�年6月に気
ީ関࿈のࡒใ開ࣔに関する
ఏ言をެදしました。ࡏݱ、世界
中の金༥機関や企業、などが
T$'%のఏ言に賛ಉしています。

˙ಸྑݝ電力ར用߹理化ҕ員会　最༏ल
電力ར用߹理化ҕ員会　ҕ員長ـۙ˙

มಈへの対Ԡީؾ
ఏ言への（˞%'$T）「ใ開ࣔタスクフΥースࡒ気ީ関࿈」式会社バルカーは、2021年�月にג　
賛ಉをද໌するとともに、ఏ言のਪ進を目తに設ཱされた「T$'%コンιーシアム」に加ೖしました。
　当社では企業理念「THE VALQUA WAY」に基づくϏジョナリーܦ営をਪ進しており、社員の一人
ͻとりが「“安全・Ӵ生・ڥ”は人ྨ共通のॏཁテーマの一ͭである」ことをڧく意ࣝした企業活動を
実ફしています。また、業100प年（202�年）を۠りとする長ܦظ営目ඪでは、ありたい企業૾
として「未来と未にΉチϟレンジングな企業ʵ人ྨの豊かさと地ڥٿにݙߩするためにʵ」をܝ
͛、よりྑき地ࢢٿ民として「ڥ・社会・企業統治」にੵۃతに取り組み、࣋続Մな社会の実ݱに
 。できる企業となることを目指していますݙߩ
　この度、ڥへのੵۃతな取り組みの۩体తなステップとして、T$'%のఏ言に賛ಉし、T$'%コ
ンιーシアムに加ೖいたしました。 ࠓ後は、まず気ީ関࿈のリスクや機会に対するࣗ社のੳを行い、
その݁Ռをもとに、T$'% でਪされる߲目をਵ࣌開ࣔしていきます。

σータΛ͡ΊͱするαステナϏϦティσータڥ
　ۙ年、࣋続Մな社会の実ݱにけて、気ީม動やݯࢿ問などに対する企業の
ใ開ࣔが一ٻめられています。バルカーグループではコンプライアンス९守はもとよ
り、ڥσータをは͡めとするサステナϏリティに関するσータをステークϗルダーに対
し、ਖ਼֬、かͭਝに開ࣔするため、201�年にサステナϏリティใऩूシステムをಋ
ೖ。毎年、国内12拠点・ւ֎1�拠点の2ܭ�拠点から各छσータをूܭ・ू しています。
　これにより、ڥσータ、サステナϏリティσータの一元理によって見えてくる行
動ܭըなどのパフΥーマンス上や、(R*スタンダード、T$'%などに沿ったใ開ࣔ
の֦ॆに努めています。

αステナϏϦティσータのཧ߲

˔ （、化学࣭等غH(、ഇ)）σータڥ

˔ 従業員σータ
 （உঁ別ਖ਼社員数・ݣ社員数等）

˔ その他（人権・福རް生）
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■ ಈ׆తな҆શӴੜਪਐۃੵ

ਓࡐのҭͱઐੑのڧԽ

҆શӴੜਪਐ׆ಈ

　֎部ࢣߨによる内部ࠪ員ީิにڭҭ実施と
ࣗ工場内でのٖࠪを実施。コンプライアン
スの理ղとࡂを༧できるスΩルの上をਪ
進し、健全な工場ܦ営を目指します。

　バルカーグループでは、�月1�日を「バルカー
グループ安全Ӵ生の日」と定め、安全意ࣝの高
༲をਤっています。また、�月の全国安全िؒ
、WFFLを設定し（ڥ・安全・Ӵ生）中に4HEؒظ
ւ֎をؚめたグループ全ての拠点で安全Ӵ生
。化のためのイベントを開催していますڧ活動ڥ

　理者クラスの安全意ࣝ上を目తに、ٖ
機によるࡂ体ݧをݧܦすることにより、安全
意ࣝの上をਤっています。

　バルカーグループにおいてもϏジωスのグ
ローバル化が進Ή中、国・地域͝とにҟなる๏

10 ࿑ಇ安全Ӵ生

■ �ᶃݥة�༧のスΩル্ͱ
コンϓϥイΞンス९क

■ �バルカーάルーϓ҆શӴੜの日

■ �ᶄֶशͱମݧにΑる҆શҙࣝのߴ༲

安全Ӵ生
貢献するSDGs

৺ͱ体の݈߁ཧ
https://www.valqua.co.jp/
social/saGFtZ_hFalth/

ੜ݅ൃࡂ˝

˝҆શӴੜڧڥԽイベント

201� 201� 201� 2020 2021

16

12

�

（年度）

（݅）

0

�

10

1�

�

�

�

� 4

1

�

� �

4

�

2

6

�2

ॏ大ࡂ ࿑ಇࡂ Րࡂࡂ 通ࡂۈ

バルカー国ࡍ、新事所の安全ف願

バルカー・ΤフΤフティ（長崎）、
ロϏーにモニターを設ஔし、熱中症などの意ىשを実施

バルカーメタルテクノロジー（愛）、
安全体ݧ型ڭҭ܇࿅を実施

˞温ࣨޮՌガスഉ出ྔは、「地ٿ温ஆ化対策のਪ進に関する๏（温対๏）」に基づく温ࣨޮՌガスഉ出ྔࢉ
定・ใࠂ・ެද੍度の各೩料および電力のഉ出係数を毎年再֬ೝし、ࢉ定しています。スコープ1は、事業
者ࣗらによる温ࣨޮՌガスഉ出、スコープ2は他社からڙ給された電気、熱・ৠ気の用にうؒഉ
出、スコープ�は、スコープ1、2をআいて、ݪ料ௐୡから生࢈、ൢ ച、ഇغまでにおけるؒഉ出のことを指
します。電力は各国のใఏڙがॆ実してきたことから2020年度より拠点͝とのഉ出係数をௐࠪしࢉ定し
ています。

■ ԹࣨޮՌΨスഉग़ （ྔスコーϓ�）

■ ഇغ࠷ऴॲྔ

ओཁなڥෛՙのਪҠ

　2014年度よりサプライチェーン全体の温ࣨ
ޮՌガスഉ出ྔのࢉ定を࢝め、�年目となりま
した。スコープ�やその他ڥに関するσータ
のৄࡉはϗームページを͝ཡください。

　2021年度は2020年度にൺてઈ対ྔで
��Uのഉ出ྔݮ。 生૿࢈の影ڹで、���Uの
૿加となる見込みでしたが、߹理化・ݪ価
上のޮՌ活動によるෆྑվળや歩ཹまりݮ
で�Uݮ、その他生૿࢈によるޮ上や生
、がऩଋしたためڹ拠点の最ద再配ஔの影࢈
���Uݮগしました。この݁Ռ、ച上高ݪ୯Ґ
で��ˋのݮとなりました。

■ �ԹࣨޮՌΨスഉग़ （ྔスコーϓ�ɾ�）

201� 201� 201� 2020 2021

22ɼ�40

20246 20��� 20�26
22�1�

（年度）

ച上高ݪ୯Ґ（t�$02/ඦ万ԁ）（t�$02）

0.�� 

0.40 

0.4� 

0.�0 

0.�� 

0.60 

0

�000

10000

1�000

20000

2�000

6��400 ��2 �22

14202

�0�0

��0�

���� 1002�

1016�

���0

10624

国内ؒ 国内生࢈ ւ֎生࢈
ച上高ݪ୯Ґ

0.42�4

0.4216

�62 

�044 

1��1�

0.4��1 

0.401�

0.4�1�

　2021年度は2020年度にൺてઈ対ྔで
���Uのഉ出ྔ૿。 内༁は生ྔ࢈の૿加に
い����U૿、߹理化・ݪ価ݮ活動による温
ௐ理の見しやٺ化設උのߋ新のޮՌで
���Uݮ、その他生૿࢈によるޮ上や各
国の電力ഉ出係数ม化の影ڹにより����Uݮ
গしました。この݁Ռച上高ݪ୯Ґで��ˋの
。となりましたݮ

είʔϓ��	����σʔλࡌܝ༧ఆ

https://www.valqua.co.jp/social/FnvironmFnt/

˝ԹࣨޮՌΨスഉग़ྔਪҠ（ੜ࢈෦�ؒ෦）

˝ഇغ࠷ऴॲྔਪҠ（ੜ࢈෦�ؒ෦）

201� 201� 201� 2020 2021

��� ��0

�60

（年度）

ച上高ݪ୯Ґ（t/ඦ万ԁ）（t）

0.010

0.01�

0.020

0.02�

0

200

400

600

�00

1000

1200

� � �

�01

2�0 2�2 2��

6�4

�44 

12

2�� 

6�� 

�60

�

2��

620

国内ؒ 国内生࢈ ւ֎生࢈
ച上高ݪ୯Ґ

0.01��

0.01� 

0.01��

0.0211 

0.0162

�11

化してきまࡏݦなどにうリスクが׳やश੍ن
した。こうした国・地域͝とにҟなる๏੍نや
श׳に߹った活動をきめࡉかく、かͭなく
行うことで、グループ理念の根װである「安全
Ӵ生は全てに༏先」を実ݱできると֬信してい
ます。
　Ӵ生面では、健康ܦ営の視点から従業員の
心の健康づくりにも力し、安全・Ӵ生の྆
面から健康తで໌るい৬場づくりや࢈業医によ
るอ健指ಋをੵۃతにਪ進しています。また、
新型コロナウイルスຮԆ防止策のガイドライン
をൃ行し、各事業所での感染防止の取り組みを
పఈしています。

ڥ
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障がい者ޏ用 ๏定ޏ用

˝ঁੑཧ৬ൺ
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ඪɿ����·Ͱに��������·Ͱに���

˝ো͕͍ऀޏ༻ ඪɿ๏ఆޏ༻Ҏ্

৬ͮڥ り͘ɾ֤छ੍

　バルカーグループでは、֎国੶社員の࠾用や
グループ会社ؒでの人ަࡐ流をੵۃతに行って
います。社員がグローバルに活༂できるڥづ
くりをਪ進するため、ւ֎ෝ༧定者へのෝ
前ݚमやෝؒظ中のフΥローを行い、日本で
ಇく֎国੶社員に対しては、日本ڭޠҭサポー
トの他、人事部内に֎国੶社員を配ஔし、定ظ
తな面ஊやみ૬ஊなどのサポートを実施。言
が協ಇするࡐや文化の֞根をӽえて多༷な人ޠ
中で、新たなܹや気付きをಘています。

■ ଟ༷なࠃ੶Λͭ࣋社һ͕
ͮڥ༂Ͱ͖る׆ り͘

12 人ࡐの多༷ੑ֬อ

　業100प年のありたい企業૾「未来と未
にΉチϟレンジングな企業」を͛ܝています
が、これを実ݱするには、「डけから߈めの
体࣭」「ࣦഊをڪれずチϟレンジする体࣭」への
సがඞཁだと考えています。そこで「Τンήー
ジメント」にண目し、全従業員とのΤンήージ
メントの上をੵۃతにਪ進することにしまし
た。バルカーグループ全社を対に2020年�
月にୈ1回従業員Τンήージメントௐࠪを行い、
2021年度もୈ2回ௐࠪを実施しました。各部
門の実ଶに߹わせてΤンήージメント上の取
り組みを進めています。

■ Τンήーδϝント

人ࡐ・人権

　ੑ別に関係なく多༷な視点を取りೖれること
で、さらなるイノベーションのਪ進をਤります。
特に、ঁ ੑのΩϟリア開ൃと長を支援するため、
ঁੑ理৬ൺの目ඪを定め、ւ֎グループ会
社のܦ営などでੵۃతなొ用を行っています。

　地域との共生を目指しバルカーグループで
は、地元の特別支援学校などから障がい者の企
業実शをੵۃతにडけೖれています。障がい者
の方にಇくことの楽しさや意ٛをえるととも
に、ೖ社後の৬場定ணとཱࣗを支援しています。

■ ੑผΛΘͣ׆༂Ͱ͖るͮ͘ڥり

■ ো͕͍ऀޏ༻のਪਐ

ॊೈなಇ͖ํΛ支援する੍

˔ ෭業（日ۈ੍度）
˔リモートϫーク੍度（リモートϫーク手当ؚΉ）
˔ հ護ٳ業「࿈続取ಘؒظは最長�年」
˔ Ջ取ಘ੍度ٳ୯Ґの有給ؒ࣌1
˔ 子どものバースσーٳՋ
˔ ҭࣇのための有給特別ٳՋ
˔  ҭࣇۈؒ࣌「子どもがখ学校�年生にୡするまで」
˔ ҭٳࣇ業「26ࡀカ月にୡする日まで」
˔フレックスタイム੍度（コアタイム1�:00ʙ1�:00）
˔ հ護ۈؒ࣌
˔Ωϟリアリターン੍度

（2022年6月1日ࡏݱ）

貢献するSDGs

$43ௐୡのਪਐ

　バルカーグループは、社会・ڥ・人権など
にも配ྀしたௐୡ活動に取り組Ήく、2016
年に「$4Rௐୡガイドライン」を੍定しました。
企業理念「THE VALQUA WAY」と「$4Rコン
セプト」に基づき、「ௐୡ基本方針」として̑ ͭの
方針を͛ܝています。サプライチェーン全体で
のリスクを最খ化し、健全なௐୡ活動をਪ進し
ます。

　サプライチェーン全体での$4Rௐୡをਪ進す
る活動の一ͭとして、各サプライϠーにおける
$4Rਪ進状況を֬ೝするためのࣗݾ評価アン
έートを実施しています。
　2020年度からは、新たな取り組みとしてコ

■ $43ௐୡΨイυϥイン

■ $43ௐୡΞンέートの࣮ࢪ

11 サステナブルௐୡ

サプライチェーンマωジメント
貢献するSDGs

ௐୡجຊํ、
όϧΧʔάϧʔϓ
$S3ௐୡΨΠυϥΠϯ
https://www.valqua.co.jp/
social/csrprocurFmFnt/

˞ฆ૪߭ɿฆ૪地域で人権৵
ෆਖ਼などを行うグループ、
のࢿ金ݯとなる߭

˝$43ௐୡΞンέートの֬ೝ߲（����͔Β��Ճ͠ɺ��に֦ॆ）

߲ 取り組み༰

$43 ˔ ๏ྩ९守・ҧ๏行ҝの༧防　˔̨̘ ਪ̧進　˔ 取Ҿ先へのల開

コーポϨートɾ
Ψバナンス

˔ 内部統੍　˔ 内部通ใ　˔ దな༌出ೖ

ެਖ਼取Ҿ ˔ ഊ（治ݙ金・寄付、贈ऩ等）防止　˔ ༏ӽత地Ґのཞ用防止　˔ ෆదなརӹのڙ༩やडྖの防止

ใɾηΩュϦティー� ˔ త࢈ࡒの理　˔ ޚに対する防ܸ߈人ใや、顧客の機ີใの理　˔コンϐューターωットϫークへのݸ

αϓϥイνΣーン
˔ ๏੍ن、社会తൣن、業界ൣنおよび֨نの९守
˔ ฆ૪߭（ฆ૪地域࢈のタンタル、すず、タングステン、金とその生）の用

ਓݖ ˔ 人権のଚॏ　˔ 差別のې止

࿑ಇ ˔ ˔　止ېの差別の࣌用࠾ 従業員へのฏ等な機会のఏڙ　˔ ˔　止事߲の९守ې ࿑ಇٳ、ؒ࣌Ջ、有給ٳՋのެਖ਼なద用

ڥ
˔ ๏ྩ等で指定された化学࣭の理　˔ ഉ水・Ԛట・ഉ気の理　˔ 続Մでޮతなར用࣋のݯࢿ
˔ 温ࣨޮՌガスのഉ出ྔݮ　˔グリーンௐୡおよびഇغݮ

҆શӴੜ ˔ 安全で健康にಇけるڥ　˔ ˔　業者の安全࡞ ˔　へのඋえࡂ の体੍࣌生ൃނ事・ࡂ

#$1 ˔ 事業継続ܭըへの取り組み

　バルカーグループは、ฆ૪߭への対Ԡを
企業のとଊえて、$4Rௐୡガイドラインに
対Ԡ方針を定め、ௐୡ品のௐࠪをしています。
に加して、人権৵ܞ後もサプライϠーと࿈ࠓ
୲しない取り組みをڧ化していきます。

■ ฆ૪߭˞への対Ԡ

ンプライアンス९守の評価を֨ݫ化するため、
アンέートの設問をࠓまでの20問から、コーポ
レート・ガバナンス、サプライチェーン、ڥ
などの設問を૿やした�0問に֦ॆし、さらに、
ௐࠪ対をこれまで実施してきた主ཁなサプラ
イϠー以֎のサプライϠーまでൣғを͛たア
ンέート実施をしています。
後、さらに活動をਪ進していくため、アンࠓ　
έートの内༰をਫ਼ࠪするとともに、サプライϠー
に対するݸ別の支援などを通͡て$4Rௐୡの実
けた継続తな支援・協ಇへの取り組みをにݱ
行っていきます。
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࣭อূମ੍ͱํ ධՁٕज़

٬の҆શɾ҆৺のたΊのސ
αーϏスの։ൃͱීٴΛਪਐ

元ղੳ࣍ࡾ

　バルカーグループでは、「グループ品࣭อূ
ҕ員会」を組৫し、グループ全体を統ׅするグ
ローバル体੍をߏ築しています。国内֎の生࢈
関係会社やൢച関係会社をする事業部・本
部をは͡めとして、ௐୡ部門や生࢈技術部門な
ど品࣭に関わる各部門者でߏし、そのܾ
定事߲の۩体తల開を指ࣔするとಉ࣌に日々の
実行にをͭ࣋ことで、グループ全体の実ޮ
ੑを高めています。
　また、「品࣭方針」に基づいて、組৫ならび
に従業員一人ͻとりが۩体త目ඪを͛ܝ、品
。上活動に取り組んでいます࣭ その上で、
関࿈๏੍نを९守、お客さまのٻめに߹கし
た品࣭を୲อし、安全な品とサーϏスをఏ
。していますڙ

　シール品の用ڥは多༷であり、全ての
お客さまを対に評価・ূݕを行うことは、ݱ実
తにࠔでした。バルカーグループでは、こうし
た՝に対して、'EA（有限ཁૉղੳ）を用いて
するূݕ・ݱをコンϐューター上で再ڥ用
。世評価技術の開ൃに取り組んでいます࣍
　この取り組みにより、これまで評価がࠔで
あった大ܘޱஔ、高温や高ѹ݅での࿙えい
やഁյなどのূݕおよびण໋の༧ଌがՄとな
りました。他にも、品設ܭにおけるܗ状やࡐ
料の多छ多༷な組み߹わせのޮతな評価に
も'EAを用いており、設ܭのスクリーニングと
してޮՌతです。
తに取り組み、全てۃ後もこの技術開ൃにੵࠓ　
のお客さまの安全・安心にݙߩしていきます。

1� 品࣭の上と顧客の安全・安心

顧客ຬ

　バルカーグループでは、シール品の
ൢചにとどまらず、お客さまのཁに߹わせて
シールトレーニングを進化させ、プラント事ނ
の一Ҽでもあるシールక݁に関する࿙えいトラ
ブルをݮらすための技者ҭ支援に取り組ん
でいます。
　また、これまでഓってきたಠత技術と̞̩̾
等のスマート技術を༥߹させたシールΤンジニ
アリングサーϏスをਪ進しています。
　プラントのอ安技術高度化ニーζにԠえる
、で各छサーϏスの開ൃ、ల開を加させてܗ
全てのお客さまの安全・安心にݙߩしていき
ます。

࣭ํ、
࣭ϚωδϝϯτγεςϜ
https://www.valqua.co.jp/
social/saGFtZ_qualitZ/

Ψεέοτ֓ݱ
ガスέットとボルトకめ、フランジ
継手の技術త基ૅをわかりやすく
આ໌した業界ॳの�ガスέットղ
આॻ�
https://www.valqua.co.jp/
tFchnical/gasLFt�
introEuction/

όϧΧʔٕज़ࢽ
ʮόϧΧʔςΫϊϩδʔχϡʔεʯ
https://www.valqua.co.jp/
tFch/tFchnical/

貢献するSDGs

　品選定にΉお客さまのཁにおԠえし、
選定ミスによるトラブルを防止するため、多༷な
りޱでの品ࡧݕサイトを開設しています。流
体・温度・ѹ力などの用ڥ、Ωーϫード、
できるࡧݕ業などから当社ਪ品を࢈
サーϏスや、取りѻいにඞཁとなるకめ付け力
のࣗ動ࢉܭサーϏスなどによって、ࠓす͙最ద
な品を選定したい、ඞཁなใだけを用いて
技術ࢿ料を࡞したいというお客さまのݸ別՝
をリアルタイムにղܾ。ࠓ後も本サイトのॆ実
をਤり、෯い視点でお客さまのظにԠえて
いきます。

■ �γールࡧݕΣϒαイト
ʰ4FBM 2VJDL 4FBSDIFSʱ

˞h SFBM�2VJDL�SFBSDIFS ɦ
社ϗʔϜϖʔδ、·ͨԼهೋ࣍
ίʔυ͔Β͝ར༻い͚ͨͩ·すɻݩ
https://www.sFal.valqua.
co.jp/sFal/

ਓݖのଚॏ

ਓࡐҭ

　バルカーグループでは、201�年�月に、国
࿈グローバル・コンパクトも౿まえながら「バル
カーグループ人権基本方針」を策定しました。こ
の方針のもと、(R*スタンダードを参考にアセス
メントシートを࡞し、年̍ 回のස度でグループ
各社などにௐࠪを行い、グループ全体の人権基
本方針のपと理ղ度の֬ೝ、および人権に関
する取り組み状況を֬ೝしています。
　この݁Ռをੳし、各グループ会社がࣗ主త
に人権問のѲや防止・対ॲができるように
サポートしながら、人権に対するさらなる意ࣝ

　バルカーグループでは「人ࡐ開ൃએ言」「人
開ൃ方針」に基づきŊࡐ 多छ多༷なݚमプログ
ラムをఏڙしています。これらをバランスよく
組み߹わせて「ٻめる人૾ࡐ」に͛ܝる人ࡐの
開ൃ・ҭに取り組んでいます。
　2020年度からは、$4Rॏཁ՝に新たに「人
ૣ、मݚ部װ֎ҭ」を加えŊ$E0क़、ւࡐ 選ظ
ൈݚमなどにより、ۙ いক来、グループ員ク
ラスを୲う人ࡐ、拠点ܦ営を୲うコア人ࡐの開
ൃをڧ化しています。

1� 人権のଚॏ

14 人ࡐҭ

　バルカーグループでは従業員のࣗతな長
を支援するため、ࣗൃܒݾプログラムのॆ実に
取り組んでいます。通信ڭҭでは、毎年、特ूコー
スを設定し、डߨ料全ֹิॿなどを実施。また、
オンラインެ開セミナーやオンラインӳ会に対
する支援੍度なども設けています。

■ �௨৴ڭҭのࣗൃܒݾ支援
ϓϩάϥムのॆ࣮

バルカーグループ
コンプライアンスハンドブック　

　バルカーグループの従業員の目ඪは年度方
針や部門ミッションをもとに設定しています。

「THE VALQUA WAY」と֊別の「ٻめる人
、にଇって日々の業に取り組みながら「૾ࡐ
部ॺ内で部Լと上࢘がし߹って最ऴ目ඪを設
定します。Ռは部Լのࣗݾ評価を上࢘がコ
ミュニέーションを取りながら評価し、՝とվ
ળ点を໌֬にして࣍に活かすなど、バルカーグ
ループの࣋続త長にけた人ࡐҭにͭな
͛ています。

■ ඪཧͱਓ事ධՁの組み

όϧΧʔάϧʔϓਓجݖຊํ
https://www.valqua.co.jp/
social/human_rFsourcFs/

上とダイバーシティのਪ進をਤります。
　バルカーグループではコンプライアンスハンド
ブックをల開し、グループ各社でもษڧ会や֎部
トレーニングに参加するなど、人権意ࣝをҡ࣋
上するためのࣗ主తな取り組みを行っています。

ਓࡐɾਓݖ

ਓࡐ։ൃએݴ
https://www.valqua.co.jp/
rFcruit/training/�sFngFn

ਓࡐ։ൃํ
https://www.valqua.co.jp/
rFcruit/training/�hoshin

ଟछଟ༷なݚमϓϩάϥム

1ɽグローバル化にけた
人ࡐҭ

2ɽૣ ҭࡐ選ൈによる人ظ
�ɽ֊別ݚम
4ɽ৬छ別ݚम
�ɽࣗ ൃܒݾ

૾ࡐΊるਓٻ

˔ 企業理念「THE VALQUA WAY」に共感できる人
˔グローバルな視点でஅや行動のできる人
˔ 学शと長へのڧいこだわりを࣋ち、

ࣗら考えながら、新たなことにみ続けることが
できる人

˔スϐーσィーなஅ力や行動力を有し、
のม化・มֵを先取りして࣌
Ռにチϟレンジできる人
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スポーツ振興支援

地域社会に対する感謝の日

　バルカーグループでは長年にわたり、人々の
健康や生活を豊かにする「スポーツ」の振興支援
に取り組んでいます。2014年からは、年齢や
障がいの有無にかかわらず誰もが楽しめる生涯
スポーツである「ボールルームダンス」の普及・
振興を支援しています。
　2021年度も新型コロナウイルス感染症の流
行は続き、先の見通せない状況でしたが、多く
の選手やファンのために大会の再開を目指す関
係者を後押ししようと、視覚障がい者の全国大会

「全日本ブラインドダンス選手権大会」やリモー

　バルカーグループは、企業理念「THE VALQUA
 WAY」の行動指針の「地域社会との共生」に基
づき、世界中の人々とより豊かな未来を築いて
いくために、私たちに何ができるのかを常に考
え、毎年「地域社会に対する感謝の日」を設け、
地域社会に根差したボランティア活動を実施し
ています。
　世界中のグループ会社の各事業所・営業拠
点・工場の44カ所の従業員とその家族が参加
しています。
　2021年度は、コロナ禍の折ではありました
が活動を継続するために各拠点で工夫を凝らし
ながら、募金・寄付（寄贈）活動を主体に、清
掃活動や花壇の花植え活動などを行いました。

　大崎事業所では、大崎のまちを花でいっぱい
にと願って、毎年6月と12月の2回行われてい
る地域の美化活動「お花いっぱい大崎」に継続し
て参加しています。
　2021年度もコロナ禍が続いており、参加者
が限定される面もありましたが、感染防止に努
めながら、従業員とその家族が参加。地元中
学校の生徒や他企業の参加者とともに、JR大
崎駅へ続く道路沿いの花壇に、季節の花を植
えました。

　タイバルカーでは、2021年10月に、バンプー
工場の植樹活動と、医療機関（サムットプラカーン
病院、ラヨーン病院）への支援活動を行いました。
　医療機関への支援活動では、新型コロナウ
イルス感染症治療等で地域住民の安全を守って

　バルカーベトナムでは、コロナ禍以前に行っ
ていた「院愛するお粥」と名づけられた活動およ
び清掃活動を中止し、2021年10月、社会福
祉チーリンセンター（養護施設）を訪問。電気給
湯器、冷温水器、ミルク、インスタントラーメン、
お菓子などの食品のほか、ハンガーやマスクな
どの消耗品を寄贈しました。

16 スポーツ・文化・芸術の振興
地域社会との共生

■ �「ボールルームダンス」振興への
新たな取り組み

■ �大崎事業所（本社）

■ �タイバルカー

■ �バルカーベトナム

コミュニティ

２年ぶりに有観客開催となった「バルカーカップ統一全日本
ダンス選手権」の開会式

ボールルーム部門のトッププロたちによる熱き戦い

6月は季節の花、ベゴニアを植えました

村上社長からチーリン
センター長への支援
品贈呈

「清純な心」「清々しい
日々」が花言葉の多年
草・スパティフィラムを植
えました

ラヨーン病院へ
の支援品贈呈

12月の活動には従業員の家族も参加して
スノーボールを植えました

贈呈式後の記念撮影

2022年2月に開催のアジアオープンダンス選手権大会では
「ボールルームダンス」の普及促進のための新たな試みとし
て、“ダンスwithミュージカル（ダンスとミュージカルのコラ
ボレーション）”が実施された

新型コロナウイルス感染症対策をとって開催された「アジア
オープン ブラインドダンス選手権」には、視覚障がい者と健
常者ペアが多数出場

社会貢献団体の活動支援、
各種寄付活動について
https://www.valqua.co.jp/
social/action_program/

トで開催された「ジュニア・ダンスフェスティバル」
など、さまざまな大会支援を行いました。
　11月には当社グループが特別協賛する国内
最高峰のプロダンス競技会「バルカーカップ統
一全日本ダンス選手権」が、万全のコロナ感染
対策をとって有観客にて開催され、選手たちの
熱戦に沸きました。
　2022年2月に開催された「アジアオープンダ
ンス選手権大会」では、ダンスとミュージカル
のコラボレーション「ダンスwithミュージカル」
を実施。この新しい試みは観客のみならず、ラ
イブ配信を視聴された多くの方から高い評価を
いただき、主催団体と協力しながら進める「ボー
ルルームダンス」の普及促進、新たな顧客開拓
への大きな一歩となりました。

貢献するSDGs

くださっている医療従事者への感謝の意を込め
て、支援金、医療用ゴム手袋、アルコール消
毒液、飲料水を贈呈しました。

サムットプラカーン病院への支援品贈呈

コミュニティ
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「ValuF � QualitZ」、当社の社名はこの2ͭの言葉をซせたものです。この言葉のままに、
シール品事業Ŋ 機樹ࢷ品事業、シリコンウΤハーリサイクル事業などによって、さまざまな࢈業・の
社会త՝のղܾと࣋続Մな社会の実ݱのために、「価と品࣭」を世界中のօさまにおಧけしています。

ਅのάϩーバルا業Λͯ͠ࢦ 会社֓ཁ・拠点ਤ

会社όϧΧʔࣜג

　業ɿ1�2�年1月21日
設　ཱɿ1��2年4月�日
�本金ɿ1ࢿ���ඦ万ԁ

本　社ɿ 1˟41�6024 ౦ژ品۠大崎ೋஸ目1൪1߸ ThinL1arL TowFr 24֊

上場ূ݊取Ҿ所ɿ౦݊ূژ取Ҿ所プライムࢢ場
従業員数ɿ410名（グループでは1��2名、2022年�月�1日ࡏݱ）
事業内༰ɿ  ࢈業機器、化学、機ց、ΤωルΪー、通信機器、ಋ体、ࣗ 動ं、Ӊ・࢈ۭߤ業など、

あらΏる࢈業けにファイバー、;っૉ樹ࢷ、高機ゴムなど各छૉࡐ品を設ܭ、
、加工およびൢച

会社֓ཁ

ถ
����
（�.2ˋ）

他
���

（0.�ˋ）

アジア
�����
（2�.4 
̀

日本
�����
（6�.1ˋ）

�����ඦສԁ
（2022年�月࣌点）

˝ �地域ผച্ �（ඦສԁ）ߴ �
˞ඦ万ԁ未ຬりࣺて

˝ �地域ผै業һ� � �
˞ฏޏ࣌ྟۉ用者（1�1名）ؚ Ή

ถ
��

	2.2�


アジア
����
	�2.2�


日本
���

	4�.6�


����໊
（2022年�月࣌点）

ͦのଞσʔλについて、社ϗʔϜϖʔδ͔Β
֬͝ೝͩ͘͞いɻ
https://www.valqua.co.jp/

会社（6社）ࢠ࿈݁ࠃ
・バルカーΤスイーΤス
・バルカーテクノ
・バルカー シール ιリューションζ
・भバルカー
・バルカーメタルテクノロジー
・バルカー・ΤフΤフティ

γールトϨーニンάηンター（�カ所）
ւ֎࿈݁ࢠ会社（��社）
（ڌ�）ڌ։ൃڀݚ

（2022年6月1日࣌点）

バルカー・/($（201�年࿈݁子会社化）

上ւバルカー;っૉ樹ࢷ品（1���年設ཱ）

　 アɻドバンスト フロン テクノロジーζ
　　（201�年設ཱ）

バルカーシール（上ւ）（2000年設ཱ）

中国૯߹ڀݚ所
バルカー（上ւ）қ（2002年設ཱ）

会社όϧΧʔࣜג

バルカー工業（1�6�年設ཱ）

バルカー国ࡍ（2000年設ཱ）

ライニングタンク技術センター
バルカーベトナム

（200�年設ཱ）

タイバルカー
（1���年設ཱ）

バルカーシンガポール（201�年設ཱ）

バルカーコリア
（2004年設ཱ）

Ԡ用技術ڀݚ所

バルカーアメリカ（1���年設ཱ）

（1���年設ཱ）

　 アɻドバンスト フロン テクノロジーζ

Ԡ用技術ڀݚ所

バルカーグループの主力事業として、さまざまな࢈業けに配・機器用のシールࡐをఏڙしています。
先࢈業ࢢ場や機器ࢢ場、プラントࢢ場にけて新たな顧客価をఏڙしていきます。

ച上高　
�����ඦສԁ

ച上高ߏൺ　
����ˋ

γール事業

機樹ࢷの༏れた特ੑを活かしてಋ体ஔ・࢈業機ցをは͡め多༷なで用されています。
先࢈業ࢢ場・プラントࢢ場にけた戦ུ品を࣠に、グローバルに価をఏڙしていきます。ػथࢷ事業

シリコンウΤハーリサイクル事業などにより地ڥٿにݙߩしています。
しますŇݙߩ業に࢈い化し෯ݱ۩後は、Hˍ4事業のさらなる進లにより、新たな価をࠓ

γϦコンΤϋー
ϦαイΫル事業ଞ

シリコンウΤハー
リサイクル事業他
����

（�.�ˋ）機
樹ࢷ品事業
�����
（2�.4ˋ）

シール品事業
�����
（6�.�ˋ）

�����ඦສԁ
（2022年�月࣌点）

バルカーάルーϓの事業

άϩーバルωοトϫーΫ

˝ηάϝントผച্ ɹ˞ඦ万ԁ未ຬりࣺて（ඦສԁ）ߴ

ച上高　
�����ඦສԁ

ച上高ߏൺ　
����ˋ

ച上高　
����ඦສԁ

ച上高ߏൺ　
���ˋ
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VALQUA 1折 表 2022年6月9日

お問い合わせ先：株式会社バルカー
総務人事部　TEL 03-5434-7370　FAX 03-5436-0560
〒141-6024　東京都品川区大崎二丁目1番1号　ThinkPark Tower 24階
https://www.valqua.co.jp

表紙について
バルカーグループは、安全・安心・豊かさを顧客に提供す
るための事業やボールルームダンス支援などのサステナ
ビリティ活動を通じて、全ての子どもたちが活躍できる安
全で安心な「明るい未来づくり」に貢献したいという思い
から、子どもたちの写真を表紙に使用しています。バル
カーグループの従業員から公募した、従業員の子どもた
ちの笑顔で表紙を飾りました。
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